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debug ilpower
電源コントローラおよびPoweroverEthernet（PoE）システムのデバッグをイネーブルにするに
は、特権 EXECモードで debug ilpowerコマンドを使用します。デバッグをディセーブルにす
るには、このコマンドの no形式を使用します。

debug ilpower {cdp | event | ha | port | powerman | registries | scp | sense}
no debug ilpower {cdp | event | ha | port | powerman | registries | scp | sense}

構文の説明 PoECiscoDiscovery Protocol（CDP）デバッグメッセージを表示します。cdp

PoEイベントデバッグメッセージを表示します。event

PoEハイアベイラビリティメッセージを表示します。ha

PoEポートマネージャデバッグメッセージを表示します。port

PoE電力管理デバッグメッセージを表示します。powerman

PoEレジストリデバッグメッセージを表示します。registries

PoE SCPデバッグメッセージを表示します。scp

PoE senseデバッグメッセージを表示します。sense

コマンドデフォルト デバッグはディセーブルです。

コマンドモード 特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

Cisco IOS XE Everest 16.6.1

使用上のガイドライン このコマンドは、PoE対応スイッチだけでサポートされています。

あるスイッチスタック上でデバッグをイネーブルにした場合は、スタックマスターでのみイ

ネーブルになります。スタックメンバのデバッグをイネーブルにする場合は、 session
switch-number EXECコマンドを使用してスタックマスターからセッションを開始してくださ
い。次に、スタックメンバのコマンドラインプロンプトで debugコマンドを入力します。最
初にセッションを開始せずにメンバスイッチのデバッグをイネーブルにするには、スタックマ

スタースイッチ上で remote command stack-member-number LINEEXECコマンドを使用します。
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debug interface
インターフェイス関連アクティビティのデバッグをイネーブルにするには、特権EXECモード
でdebug interfaceコマンドを使用します。デバッグをディセーブルにするには、このコマンド
の no形式を使用します。

debug interface {interface-id | counters {exceptions | protocol memory} | null interface-number
| port-channel port-channel-number | states|vlan vlan-id}
no debug interface {interface-id | counters {exceptions | protocol memory} | null interface-number
| port-channel port-channel-number | states|vlan vlan-id}

構文の説明 物理インターフェイスの IDです。タイプスイッチ番号/モジュール
番号/ポート（例：gigabitethernet 1/0/2）によって識別される指定さ
れた物理ポートのデバッグメッセージを表示します。

interface-id

ヌルインターフェイスのデバッグメッセージを表示します。イン

ターフェイス番号は常に 0です。

null interface-number

指定されたEtherChannelポートチャネルインターフェイスのデバッ
グメッセージを表示します。port-channel-numberは 1～ 48です。

port-channel
port-channel-number

指定した VLANのデバッグメッセージを表示します。指定できる
VLAN範囲は 1～ 4094です。

vlan vlan-id

カウンタデバッグ情報を表示します。counters

インターフェイスパケットおよびデータレート統計情報の計算中に

回復可能な例外条件が発生したときにデバッグメッセージを表示し

ます。

exceptions

プロトコルカウンタのメモリ操作のデバッグメッセージを表示しま

す。

protocol memory

インターフェイスの状態が移行するときに中間のデバッグメッセー

ジを表示します。

states

コマンドデフォルト デバッグはディセーブルです。

コマンドモード 特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

Cisco IOS XE Everest 16.6.1

使用上のガイドライン キーワードを指定しない場合は、すべてのデバッグメッセージが表示されます。
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undebug interfaceコマンドは no debug interfaceコマンドと同じです。

あるスイッチスタック上でデバッグをイネーブルにした場合は、スタックマスターでのみイ

ネーブルになります。スタックメンバのデバッグをイネーブルにする場合は、 session
switch-number EXECコマンドを使用してスタックマスターからセッションを開始してくださ
い。次に、スタックメンバのコマンドラインプロンプトで debugコマンドを入力します。最
初にセッションを開始せずにメンバスイッチのデバッグをイネーブルにするには、スタックマ

スタースイッチ上で remote command stack-member-number LINEEXECコマンドを使用します。
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debug lldp packets
LinkLayerDiscoveryProtocol（LLDP）パケットのデバッグをイネーブルにするには、特権EXEC
モードで debug lldp packetsコマンドを使用します。デバッグをディセーブルにするには、こ
のコマンドの no形式を使用します。

debug lldp packets
no debug lldp packets

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト デバッグはディセーブルです。

コマンドモード 特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

Cisco IOS XE Everest 16.6.1

使用上のガイドライン undebug lldp packetsコマンドは no debug lldp packetsコマンドと同じです。

あるスイッチスタック上でデバッグをイネーブルにした場合は、でのみイネーブルになりま

す。スタックメンバのデバッグをイネーブルにする場合は、 session switch-number EXECコマ
ンドを使用してからセッションを開始してください。
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debug platform poe
Power over Ethernet（PoE）ポートのデバッグをイネーブルにするには、特権 EXECモードで
debug platform poeコマンドを使用します。デバッグを無効にするには、このコマンドの no形
式を使用します。

debug platform poe [{error | info}] [switch switch-number]
no debug platform poe [{error | info}] [switch switch-number]

構文の説明 （任意）PoE関連エラーのデバッグメッセージを表示します。error

（任意）PoE関連情報のデバッグメッセージを表示します。info

（任意）スタックメンバを指定します。このキーワードは、スタック

対応スイッチでのみサポートされています。

switch switch-number

コマンドデフォルト デバッグはディセーブルです。

コマンドモード 特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

Cisco IOS XE Everest 16.6.1

使用上のガイドライン undebug platform poeコマンドは no debug platform poeコマンドと同じです。
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duplex
ポートのデュプレックスモードで動作するように指定するには、インターフェイスコンフィ

ギュレーションモードで duplexコマンドを使用します。デフォルト値に戻すには、このコマ
ンドの no形式を使用します。

duplex {auto | full | half}
no duplex {auto | full | half}

構文の説明 自動によるデュプレックス設定をイネーブルにします。接続されたデバイスモードによ

り、ポートが自動的に全二重モードか半二重モードで動作すべきかを判断します。

auto

全二重モードをイネーブルにします。full

半二重モードをイネーブルにします（10または 100 Mbpsで動作するインターフェイス
に限る）。1000または 10,000 Mbpsで動作するインターフェイスに対して半二重モード
を設定できません。

half

コマンドデフォルト ギガビットイーサネットポートに対するデフォルトは autoです。

コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション（config-if）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

Cisco IOS XE Everest 16.6.1

使用上のガイドライン ギガビットイーサネットポートでは、接続装置がデュプレックスパラメータの自動ネゴシエー

ションを行わない場合にポートを autoに設定すると、fullを指定するのと同じ効果がありま
す。

二重オプションは、1000BASE-xまたは 10GBASE-x（-xは -BX、-CWDM、-LX、-SX、または
-ZX）SFPモジュールではサポートされていません。

デュプレックスモードがautoで接続されている装置が半二重で動作している場合、半二重モー
ドはギガビットイーサネットインターフェイスでサポートされます。ただし、これらのイン

ターフェイスを半二重モードで動作するように設定することはできません。

（注）

特定のポートを全二重または半二重のいずれかに設定できます。このコマンドの適用可能性

は、スイッチが接続されているデバイスによって異なります。

両方のラインの終端が自動ネゴシエーションをサポートしている場合、デフォルトの自動ネゴ

シエーションを使用することを強く推奨します。片方のインターフェイスが自動ネゴシエー
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ションをサポートし、もう片方がサポートしていない場合、両方のインターフェイス上でデュ

プレックスと速度を設定し、サポートされている側で autoの設定を使用してください。

速度が autoに設定されている場合、スイッチはもう一方のリンクの終端にあるデバイスと速
度設定についてネゴシエートし、速度をネゴシエートされた値に強制的に設定します。デュプ

レックス設定はリンクの両端での設定が引き継がれますが、これにより、デュプレックス設定

に矛盾が生じることがあります。

デュプレックス設定を行うことができるのは、速度が autoに設定されている場合です。

インターフェイス速度およびデュプレックスモードの設定を変更すると、再設定中にインター

フェイスがシャットダウンし、再びイネーブルになる場合があります。

注意

設定を確認するには、show interfaces特権 EXECコマンドを入力します。

例 次の例では、インターフェイスを全二重動作に設定する方法を示します。

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# interface gigabitethernet 1/0/1
Device(config-if)# duplex full
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errdisable detect cause
特定の原因またはすべての原因に対して errdisable検出をイネーブルにするには、グローバル
コンフィギュレーションモードで errdisable detect causeコマンドを使用します。errdisable検
出機能をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

errdisable detect cause {all | arp-inspection | bpduguard shutdown vlan | dhcp-rate-limit | dtp-flap
| gbic-invalid | inline-power | link-flap | loopback | pagp-flap | pppoe-ia-rate-limit | psp shutdown
vlan | security-violation shutdown vlan | sfp-config-mismatch}
no errdisable detect cause {all | arp-inspection | bpduguard shutdown vlan | dhcp-rate-limit |
dtp-flap | gbic-invalid | inline-power | link-flap | loopback | pagp-flap | pppoe-ia-rate-limit | psp
shutdown vlan | security-violation shutdown vlan | sfp-config-mismatch}

構文の説明 すべての errdisableの原因に対して、エラー検出をイネーブルにし
ます。

all

ダイナミックアドレス解決プロトコル（ARP）インスペクション
のエラー検出をイネーブルにします。

arp-inspection

BPDUガードで VLANごとに errdisableをイネーブルにします。bpduguard shutdown
vlan

Dynamic Host Configuration Protocol（DHCP）スヌーピング用のエ
ラー検出をイネーブルにします。

dhcp-rate-limit

ダイナミックトランキングプロトコル（DTP）フラップのエラー
検出をイネーブルにします。

dtp-flap

無効なギガビットインターフェイスコンバータ（GBIC）モジュー
ル用のエラー検出をイネーブルにします。

このエラーは、無効なSmall Form-Factor Pluggable（SFP）
モジュールを意味します。

（注）

gbic-invalid

Power over Ethernet（PoE）の errdisable原因に対して、エラー検出
をイネーブルにします。

このキーワードは、PoEポートを備えたスイッチでのみ
サポートされています。

（注）

inline-power

リンクステートのフラップに対して、エラー検出をイネーブルに

します。

link-flap

検出されたループバックに対して、エラー検出をイネーブルにし

ます。

loopback

ポート集約プロトコル（PAgP）フラップのerrdisable原因のエラー
検出をイネーブルにします。

pagp-flap
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PPPoE中継エージェントのレート制限 errdisable原因に対して、エ
ラー検出をイネーブルにします。

pppoe-ia-rate-limit

プロトコルストームプロテクション（PSP）のエラー検出をイネー
ブルにします。

psp shutdown vlan

音声認識 IEEE 802.1Xセキュリティをイネーブルにします。security-violation
shutdown vlan

SFP設定の不一致によるエラー検出をイネーブルにします。sfp-config-mismatch

コマンドデフォルト 検出はすべての原因に対してイネーブルです。VLANごとの errdisableを除くすべての原因に
ついて、ポート全体をシャットダウンするように設定されます。

コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

Cisco IOS XE Everest 16.6.1

使用上のガイドライン 原因（link-flap、dhcp-rate-limitなど）は、errdisableステートが発生した理由です。原因がイン
ターフェイスで検出された場合、インターフェイスは errdisableステートとなり、リンクダウ
ンステートに類似した動作ステートとなります。

ポートが errdisableになっているときは事実上シャットダウンし、トラフィックはポートで送
受信されません。ブリッジプロトコルデータユニット（BPDU）ガード、音声認識 802.1Xセ
キュリティ、およびポートセキュリティ機能の場合は、違反の発生時にポート全体をシャット

ダウンする代わりに、ポートで問題となっている VLANのみをシャットダウンするようにス
イッチを設定できます。

errdisable recoveryグローバルコンフィギュレーションコマンドを入力して、原因の回復メカ
ニズムを設定する場合は、すべての原因がタイムアウトになった時点で、インターフェイスは

errdisableステートから抜け出して、処理を再試行できるようになります。回復メカニズムを設
定しない場合は、まず shutdownコマンドを入力し、次に no shutdownコマンドを入力して、
インターフェイスを手動で errdisableステートから回復させる必要があります。

プロトコルストームプロテクションでは、最大 2個の仮想ポートについて過剰なパケットが
ドロップされます。pspキーワードを使用した仮想ポートの errdisableは、EtherChannelおよび
Flexlinkインターフェイスではサポートされません。

設定を確認するには、show errdisable detect特権 EXECコマンドを入力します。

次の例では、リンクフラップ errdisable原因に対して errdisable検出をイネーブルにす
る方法を示します。

デバイス(config)# errdisable detect cause link-flap
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次のコマンドでは、VLANごとの errdisableステートでBPDUガードをグローバルに設
定する方法を示します。

デバイス(config)# errdisable detect cause bpduguard shutdown vlan

次のコマンドでは、VLANごとの errdisableステートで音声認識 802.1Xセキュリティ
をグローバルに設定する方法を示します。

デバイス(config)# errdisable detect cause security-violation shutdown vlan

設定を確認するには、show errdisable detect特権 EXECコマンドを入力します。
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errdisable recovery cause
特定の原因から回復するように errdisableメカニズムをイネーブルにするには、グローバルコ
ンフィギュレーションモードで errdisable recovery causeコマンドを使用します。デフォルト
設定に戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

errdisable recovery cause {all | arp-inspection | bpduguard | channel-misconfig | dhcp-rate-limit
| dtp-flap | gbic-invalid | inline-power | link-flap | loopback |mac-limit | pagp-flap | port-mode-failure
| pppoe-ia-rate-limit | psecure-violation | psp | security-violation | sfp-config-mismatch | storm-control
| udld}
no errdisable recovery cause {all | arp-inspection | bpduguard | channel-misconfig | dhcp-rate-limit
| dtp-flap | gbic-invalid | inline-power | link-flap | loopback |mac-limit | pagp-flap | port-mode-failure
| pppoe-ia-rate-limit | psecure-violation | psp | security-violation | sfp-config-mismatch | storm-control
| udld}

構文の説明 すべての errdisableの原因から回復するタイマーをイネーブ
ルにします。

all

アドレス解決プロトコル（ARP）検査による errdisableス
テートから回復するためのタイマーをイネーブルにします。

arp-inspection

ブリッジプロトコルデータユニット（BPDU）ガード
errdisableステートから回復するタイマーをイネーブルにし
ます。

bpduguard

EtherChannel設定の矛盾による errdisableステートから回復
するタイマーをイネーブルにします。

channel-misconfig

DHCPスヌーピング errdisableステートから回復するタイ
マーをイネーブルにします。

dhcp-rate-limit

ダイナミックトランキングプロトコル（DTP）フラップ
errdisableステートから回復するタイマーをイネーブルにし
ます。

dtp-flap

ギガビットインターフェイスコンバータ（GBIC）モジュー
ルを無効な errdisableステートから回復するタイマーをイ
ネーブルにします。

このエラーは無効な Small Form-Factor Pluggable
（SFP）の errdisableステートを意味します。

（注）

gbic-invalid

Power over Ethernet（PoE）の errdisableステートから回復す
るタイマーをイネーブルにします。

このキーワードは、PoEポートを備えたスイッチでのみサ
ポートされています。

inline-power
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リンクフラップ errdisableステートから回復するタイマーを
イネーブルにします。

link-flap

ループバック errdisableステートから回復するタイマーをイ
ネーブルにします。

loopback

MAC制限 errdisableステートから回復するタイマーをイネー
ブルにします。

mac-limit

ポート集約プロトコル（PAgP）フラップ errdisableステート
から回復するタイマーをイネーブルにします。

pagp-flap

ポートモードの変更失敗の errdisableステートから回復する
タイマーをイネーブルにします。

port-mode-failure

PPPoE IAレート制限 errdisableステートから回復するタイ
マーをイネーブルにします。

pppoe-ia-rate-limit

ポートセキュリティ違反ディセーブルステートから回復す

るタイマーをイネーブルにします。

psecure-violation

プロトコルストームプロテクション（PSP）の errdisableス
テートから回復するタイマーをイネーブルにします。

psp

IEEE 802.1X違反ディセーブルステートから回復するタイ
マーをイネーブルにします。

security-violation

SFP設定の不一致によるエラー検出をイネーブルにします。sfp-config-mismatch

ストーム制御エラーから回復するタイマーをイネーブルに

します。

storm-control

単方向リンク検出（UDLD）errdisableステートから回復す
るタイマーをイネーブルにします。

udld

コマンドデフォルト すべての原因に対して回復はディセーブルです。

コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

Cisco IOS XE Everest 16.6.1

使用上のガイドライン 原因（all、BDPUガードなど）は、errdisableステートが発生した理由として定義されます。原
因がインターフェイスで検出された場合、インターフェイスは errdisableステート（リンクダ
ウンステートに類似した動作ステート）となります。
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ポートが errdisableになっているときは事実上シャットダウンし、トラフィックはポートで送
受信されません。BPDUガード機能およびポートセキュリティ機能の場合は、違反の発生時に
ポート全体をシャットダウンする代わりに、ポートで問題となっている VLANだけをシャッ
トダウンするようにスイッチを設定できます。

原因の回復をイネーブルにしない場合、インターフェイスは、shutdownおよび no shutdown
インターフェイスコンフィギュレーションコマンドが入力されるまで errdisableステートのま
まです。原因の回復をイネーブルにした場合、インターフェイスは errdisableステートから回
復し、すべての原因がタイムアウトになったときに処理を再開できるようになります。

原因の回復をイネーブルにしない場合、まず shutdownコマンドを入力し、次に no shutdown
コマンドを入力して、手動でインターフェイスを errdisableステートから回復させる必要があ
ります。

設定を確認するには、show errdisable recovery特権 EXECコマンドを入力します。

例 次の例では、BPDUガード errdisable原因に対して回復タイマーをイネーブルにする方
法を示します。

デバイス(config)# errdisable recovery cause bpduguard
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15

インターフェイスおよびハードウェアコマンド

errdisable recovery cause



errdisable recovery interval
errdisableステートから回復する時間を指定するには、グローバルコンフィギュレーションモー
ドで errdisable recovery intervalコマンドを使用します。デフォルト設定に戻すには、このコ
マンドの no形式を使用します。

errdisable recovery interval timer-interval
no errdisable recovery interval timer-interval

構文の説明 errdisableステートから回復する時間。指定できる範囲は 30～ 86400秒です。す
べての原因に同じ間隔が適用されます。デフォルトの間隔は 300秒です。

timer-interval

コマンドデフォルト デフォルトの回復間隔は 300秒です。

コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

Cisco IOS XE Everest 16.6.1

使用上のガイドライン errdisable recoveryのタイマーは、設定された間隔値からランダムな差で初期化されます。実際
のタイムアウト値と設定された値の差は、設定された間隔の 15%まで認められます。

設定を確認するには、show errdisable recovery特権 EXECコマンドを入力します。

例 次の例では、タイマーを 500秒に設定する方法を示します。

デバイス(config)# errdisable recovery interval 500
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hw-module subslot mode
デバイスの加入者線インターフェイス（SLI）のトラフィックレートを制御するには、グロー
バルコンフィギュレーションモードでhw-module subslot modeコマンドを使用します。デフォ
ルトのモードに戻すには、このコマンドの no形式を使用します。

Cisco IOS XE Gibraltar 16.10.x以前のリリース

hw-module subslot slot/subslot mode [{dynamic | performance}]
no hw-module subslot slot/subslot mode

Cisco IOS XE Gibraltar 16.11.1以降のリリース

hw-module subslot slot/subslot mode [{dynamic | performance | static}]
no hw-module subslot slot/subslot mode

構文の説明 スロット番号範囲は 0～ 10です。slot

サブスロット番号。範囲は 0～ 0です。サブスロッ

ト

（任意）ラインカードの動作モードを動的モードに設定します。dynamic

（任意）ラインカードの動作モードをパフォーマンスモードに設定します。performance

（任意）ラインカードの動作モードを静的モードに設定します。static

コマンドデフォルト • Cisco IOS XE Gibraltar 16.10.xリリースまでは、デフォルトは静的モードです。

• Cisco IOS XE Gibraltar 16.11.1リリース以降は、デフォルトは動的モードです。

コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

Cisco IOS XE Everest 16.6.1

使用上のガイドライン •パフォーマンスモード：限られた数の前面パネルインターフェイスが 64バイト 10Gフル
レートで動作し、それ以外のインターフェイスは無効状態になります。

7スロットシャーシの場合、8つの 10G/MGigラインカード前面パネルインターフェイス
がアクティブになり、64バイト 10Gフルレートで動作します。10スロットシャーシの場
合、5つの前面パネルインターフェイスがアクティブになり、64バイト10Gフルレートで
動作します。それ以外のラインカードインターフェイスは無効になり、リンクアップし
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ません。無効な前面パネルインターフェイスについてはLEDがオレンジ色に点灯し、show
interfacesコマンドでハードウェアが無効な状態として表示されます。

•動的モード：システムソフトウェアで前面パネルポートのリンクステータスに基づいてア
クティブなSLIリンクの数をモニタし、SLIリンクの 64バイトパケットの最大トラフィッ
ク帯域幅を動的に設定します。

7スロットシャーシの場合、アクティブな SLIリンクの数が 8個を超えると、12個のすべ
ての SLIについて、64バイトパケットのトラフィックレートが 7.5Gに制限されます。10
スロットシャーシの場合、アクティブな SLIリンクの数が 5個を超えると、8個のすべて
のSLIについて、64バイトパケットのトラフィックレートが 6.25Gに制限されます。それ
以外の場合は、アクティブな SLIで 64バイトパケットの 10Gフルレートのトラフィック
が許可されます。

•静的モード：7スロットシャーシと 10スロットシャーシの両方でSLIのトラフィックレー
トが 7.5Gに固定されます。

例 次に、ラインカードモードをパフォーマンスモードに設定する例を示します。

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# hw-module subslot 1/0 mode performance

関連コマンド 説明コマンド

プラットフォームのラインカードモードを表

示します。

show hw-module subslot mode

プラットフォームのポートグループ情報を表

示します。

show platform hardware iomd portgroups

プラットフォームのラインカードポートマッ

プ情報を表示します。

show platform hardware iomd lc-portmap brief

インターフェイスおよびハードウェアコマンド
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interface
インターフェイスを設定するには、interfaceコマンドを使用します。

interface {Auto-Template Auto-Template interface-number | GigabitEthernet Gigabit Ethernet
interface number | Group VI Group VI interface number Internal Interface Internal Interface number
Loopback Loopback interface number Null Null interface number Port-channel interface number
Port-channel interface number TenGigabitEthernet interface number Tunnel interface number Vlan
interface number}

構文の説明 自動テンプレートインターフェイスを設定できます。指

定できる範囲は 1～ 999です。
Auto-Template Auto-template
interface-number

ギガビットイーサネット IEEE 802.3zインターフェイス
を設定できます。範囲は 0～ 9です。

GigabitEthernet Gigabit Ethernet
interface number

Group VIインターフェイスを設定できます。範囲は 0～
9です。

Group VI Group VI interface number

内部インターフェイスを設定できます。Internal Interface Internal Interface

ループバックインターフェイスを設定できます。指定で

きる範囲は 0～ 2147483647です。
Loopback Loopback Interface number

ヌルインターフェイスを設定できます。デフォルト値は

0です。
Null Null interface number

ポートチャネルインターフェイスを設定できます。有効

な範囲は 1～ 128です。
Port-channel interface number

10ギガビットイーサネットインターフェイスを設定で
きます。範囲は 0～ 9です。

TenGigabitEthernet interface number

トンネルインターフェイスを設定できます。指定できる

範囲は 0～ 2147483647です。
Tunnel interface number

スイッチVLANを設定できます。範囲は0～4098です。Vlan interface number

コマンドデフォルト なし

コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOSXE Everest 16.6.1

使用上のガイドライン このコマンドは「no」形式を使用できません。
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次に、トンネルインターフェイスを設定する例を示します。

デバイス# interface Tunnel 15
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interface range
インターフェイス範囲を設定するには、interface rangeコマンドを使用します。

interface range {Gigabit Ethernet interface-number | Loopback interface-number | Port Channel
interface-number | TenGigabit Ethernet interface-number Tunnel interface-number Vlan
interface-number Macro WORD}

構文の説明 ギガビットイーサネット IEEE 802.3zインターフェイスを設
定します。値の範囲は 1～ 9です。

GigabitEthernet interface-number

ループバックインターフェイスを設定します。値の範囲は

0～ 2147483647です。
Loopback interface-number

インターフェイスの 10ギガビットイーサネットチャネルを
設定します。値の範囲は 1～ 128です。

Port-Channel interface-number

10ギガビットイーサネットインターフェイスを設定しま
す。値の範囲は 0～ 9です。

TenGigabit Ethernet
interface-number

トンネルインターフェイスを設定します。値の範囲は 0～
2147483647です。

Tunnel interface-number

スイッチの VLANインターフェイスを設定します。値の範
囲は 1～ 4095です。

VLAN interface-number

インターフェイスに対するキーワードを設定します。最大

32文字までサポートされます。
Macro WORD

コマンドデフォルト なし

コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOSXE Everest 16.6.1

次に、インターフェイス範囲を設定する例を示します。

デバイス(config)# interface range vlan 1
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lldp（インターフェイスコンフィギュレーション）
インターフェイスのLinkLayerDiscoveryProtocol（LLDP）をイネーブルにするには、インター
フェイスコンフィギュレーションモードで lldpコマンドを使用します。インターフェイスで
LLDPをディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

lldp {med-tlv-select tlv | receive | tlv-select power-management | transmit}
no lldp {med-tlv-select tlv | receive | tlv-select power-management | transmit}

構文の説明 LLDP Media Endpoint Discovery（LLDP-MED）の Time Length
Value（TLV）要素を送信するように選択します。

med-tlv-select

TLV要素を特定するストリング。有効な値は次のとおりです。

• inventory-management：LLDP MEDインベントリ管理
TLV。

• location：LLDP MEDロケーション TLV。

• network-policy：LLDP MEDネットワークポリシー TLV。

• power-management：LLDP MED電源管理 TLV。

tlv

LLDP伝送を受信するようにインターフェイスをイネーブルに
します。

receive

送信する LLDP TLVを選択します。tlv-select

LLDP電源管理 TLVを送信します。power-management

インターフェイスで LLDP伝送をイネーブルにします。transmit

コマンドデフォルト LLDPはディセーブルです。

コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

Cisco IOS XE Everest 16.6.1

使用上のガイドライン このコマンドは、802.1メディアタイプでサポートされています。

インターフェイスがトンネルポートに設定されていると、LLDPは自動的にディセーブルにな
ります。

インターフェイスの LLDP伝送をディセーブルにする例を示します。
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デバイス(config)# interface gigabitethernet1/0/1
デバイス(config-if)# no lldp transmit

インターフェイスの LLDP伝送をイネーブルにする例を示します。

デバイス(config)# interface gigabitethernet1/0/1
デバイス(config-if)# lldp transmit
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logging event power-inline-status
Power over Ethernet (PoE)イベントのロギングをイネーブルにするには、インターフェイスコ
ンフィギュレーションモードで logging event power-inline-statusコマンドを使用します。PoE
ステータスイベントのロギングをディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用し
ます。

logging event power-inline-status
no logging event power-inline-status

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト PoEイベントのロギングはイネーブルです。

コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

Cisco IOS XE Everest 16.6.1

使用上のガイドライン このコマンドの no形式を使用しても、PoEエラーイベントはディセーブルになりません。

例 次の例では、ポート上で PoEイベントのロギングをイネーブルにする方法を示しま
す。

デバイス(config-if)# interface gigabitethernet1/0/1
デバイス(config-if)# logging event power-inline-status
デバイス(config-if)#
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mode（電源スタックの設定）
設定内容電源スタックの電源スタックモードを設定するには、電源スタックコンフィギュレー

ションモードで modeコマンドを使用します。デフォルト設定に戻すには、このコマンドの
no形式を使用します。

mode {power-shared | redundant} [strict]
no mode

構文の説明 電源スタックが電源共有モードで動作するよう、設定します。こ

れはデフォルトです。

power-shared

電源スタックが冗長モードで動作するよう、設定します。他の電

源の1つに障害が発生した場合のバックアップ電源として使用す
るため、最大の電源が電源プールから削除されます。

redundant

（任意）電力バジェットが正確に実行されるよう、電源スタック

モードを設定します。スタック電力は、使用可能電力を超えるこ

とができません。

strict

コマンドデフォルト デフォルトモードは power-sharedおよび nonstrictです。

コマンドモード 電源スタックの設定

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

Cisco IOS XE Everest 16.6.1

使用上のガイドライン このコマンドは、IP Baseまたは IP Servicesフィーチャセットが実行されているスイッチス
タックでのみ使用できます。

電源スタックコンフィギュレーションモードにアクセスするには、stack-power stack power

stack nameグローバルコンフィギュレーションコマンドを入力します。

nomodeコマンドを入力すると、スイッチが、デフォルトのpower-sharedモードおよびnon-strict
モードに設定されます。

スタック電源の場合、使用可能電力は、PoEで使用できる、電源スタックのすべての電源から
の合計電力です。使用可能電力は、スタックの PoEポートに接続されているすべての受電デ
バイスに割り当てられている電力です。消費電力は、受電デバイスで実際に消費される電力で

す。

（注）

インターフェイスおよびハードウェアコマンド

25

インターフェイスおよびハードウェアコマンド

mode（電源スタックの設定）



power-sharedモードでは、すべての入力電力を負荷に使用でき、使用可能な合計電力は1つの
大きな電源として扱われます。電力バジェットには、すべての電源から供給されるすべての電

力が含まれます。電源障害の場合に除外される電力はありません。電源に障害が発生した場

合、負荷制限（受電デバイスまたはスイッチのシャットダウン）が発生する場合があります。

redundantモードでは、他の電源の 1つに障害が発生した場合のバックアップ電源として使用
するため、最大の電源が電源プールから削除されます。使用可能な電力バジェットは、合計電

力から最大の電源を差し引いたものです。これによって、スイッチおよび受電デバイスのプー

ルで使用できる電力が減少しますが、障害または過剰な電力負荷が発生した場合に、スイッチ

または受電デバイスのシャットダウンの必要性が小さくなります。

strictモードでは、電源に障害が発生し、使用可能な電力が電力バジェットを下回った場合、
システムによって、実際の電力が使用可能な電力よりも少ないかのように、受電デバイスの負

荷制限を介してバジェットのバランスがとられます。nonstrictモードでは、電源スタックは割
り当て超過状態で実行でき、実際の電力が使用可能な電力を超過しない限り、安定していま

す。このモードでは、受電デバイスが通常の電力を超えて電力を引き出すと、電源スタックが

負荷制限を開始することがあります。ほとんどの装置は全出力電力では実行されないため、こ

れは、通常、問題ではありません。スタック内で同時に最大電力を必要とする複数の受電デバ

イスが存在する可能性は、小さいからです。

strictモードとnonstrictモードの両方とも、電力バジェットに使用可能な電力がなくなった時点
で、電力は拒否されます。

次に、power1という名前のスタックの電源スタックモードを、電力バジェットを strict
にした power-sharedに設定する例を示します。スタック内のすべての電力は共有され
ますが、使用可能な電力全体が割り当てられた場合、電力を使用できる余分な装置は

なくなります。

デバイス(config)# stack-power stack power1
デバイス(config-stackpower)# mode power-shared strict
デバイス(config-stackpower)# exit

次に、power2という名前のスタックの電源スタックモードを redundantに設定する例
を示します。スタック内の最大の電源は電源プールから削除され、他の電源の 1つが
発生した場合に冗長性が提供されます。

デバイス(config)# stack-power stack power2
デバイス(config-stackpower)# mode redundant
デバイス(config-stackpower)# exit
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network-policy
インターフェイスにネットワークポリシープロファイルを適用するには、インターフェイス

コンフィギュレーションモードでnetwork-policyコマンドを使用します。ポリシーを削除する
には、このコマンドの no形式を使用します。

network-policy profile-number
no network-policy

構文の説明 インターフェイスに適用するネットワークポリシープロファイル番号profile-number

コマンドデフォルト ネットワークポリシープロファイルは適用されません。

コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

Cisco IOS XE Everest 16.6.1

使用上のガイドライン インターフェイスにプロファイルを適用するには、network-policy profile numberインターフェ

イスコンフィギュレーションコマンドを使用します。

最初にネットワークポリシープロファイルを設定する場合、インターフェイスに switchport
voice vlanコマンドを適用できません。ただし、switchport voice vlan vlan-idがすでにインター

フェイス上に設定されている場合、ネットワークポリシープロファイルをインターフェイス上

に適用できます。その後、インターフェイスは、適用された音声または音声シグナリングVLAN
ネットワークポリシープロファイルを使用します。

次の例では、インターフェイスにネットワークポリシープロファイル 60を適用する
方法を示します。

デバイス(config)# interface gigabitethernet1/0/1
デバイス(config-if)# network-policy 60
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network-policyprofile（グローバルコンフィギュレーショ
ン）

ネットワークポリシープロファイルを作成し、ネットワークポリシーコンフィギュレーショ

ンモードを開始するには、グローバルコンフィギュレーションモードでnetwork-policy profile
コマンドを使用します。ポリシーを削除して、グローバルコンフィギュレーションモードに

戻るには、このコマンドの no形式を使用します。

network-policy profile profile-number
no network-policy profile profile-number

構文の説明 ネットワークポリシープロファイル番号。指定できる範囲は 1～ 4294967295
です。

profile-number

コマンドデフォルト ネットワークポリシープロファイルは定義されていません。

コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

Cisco IOS XE Everest 16.6.1

使用上のガイドライン プロファイルを作成し、ネットワークポリシープロファイルコンフィギュレーションモード

を開始するには、network-policy profileグローバルコンフィギュレーションコマンドを使用
します。

ネットワークポリシープロファイルコンフィギュレーションモードから特権 EXECモードに
戻る場合は、exitコマンドを入力します。

ネットワークポリシープロファイルコンフィギュレーションモードの場合、VLAN、Class of
Service（CoS）、Diffservコードポイント（DSCP）の値、およびタギングモードを指定する
ことで、音声および音声シグナリング用のプロファイルを作成することができます。

これらのプロファイルの属性は、Link Layer Discovery Protocol for Media Endpoint Devices
（LLDP-MED）の network-policy Time Length Value（TLV）に含まれます。

次の例では、ネットワークポリシープロファイル 60を作成する方法を示します。

デバイス(config)# network-policy profile 60
デバイス(config-network-policy)#
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power efficient-ethernet auto
インターフェイスの Energy Efficient Ethernet（EEE）をイネーブルにするには、インターフェ
イスコンフィギュレーションモードで power efficient-ethernet autoコマンドを使用します。
インターフェイスで EEEをディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

power efficient-ethernet auto
no power efficient-ethernet auto

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト EEEは、ディセーブルにされています。

コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

Cisco IOS XE Everest 16.6.1

使用上のガイドライン 低電力アイドル（LPI）モードをサポートするデバイスで EEEをイネーブルにできます。この
ようなデバイスは、低い使用率のときにLPIモードを開始して、電力を節約できます。LPIモー
ドでは、リンクの両端にあるシステムは、特定のサービスをシャットダウンして、電力を節約

できます。EEEは上位層プロトコルおよびアプリケーションに対して透過的であるように、
LPIモードに移行したり、LPIモードから移行する必要があるプロトコルを提供します。

インターフェイスが EEEに対応している場合にのみ、power efficient-ethernet autoコマンドを
使用できます。インターフェイスが EEEに対応しているかどうかを確認するには、show eee
capabilities EXECコマンドを使用します。

EEEがイネーブルの場合、deviceはリンクパートナーに EEEをアドバタイズし、自動ネゴシ
エートします。インターフェイスの現在の EEEステータスを表示するには、show eee status
EXECコマンドを使用します。

このコマンドにライセンスは必要ありません。

次に、インターフェイスで EEEをイネーブルにする例を示します。

デバイス(config-if)# power efficient-ethernet auto
デバイス(config-if)#

次に、インターフェイスで EEEをディセーブルにする例を示します。

デバイス(config-if)# no power efficient-ethernet auto
デバイス(config-if)#
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power-priority
電源スタックのスイッチと高プライオリティおよび低プライオリティ PoEポートに対して、
CiscoStackPowerの電源プライオリティ値を設定するには、スイッチスタック電源コンフィギュ
レーションモードでpower-priorityコマンドを使用します。デフォルト設定に戻すには、この
コマンドの no形式を使用します。

power-priority {high value | low value | switch value}
no power-priority {high | low | switch}

構文の説明 ポートの電力プライオリティを高プライオリティポートとして設定します。値

は1～27です。1が最高のプライオリティです。highの値は、低プライオリティ
ポートに設定する値よりも小さく、スイッチに設定する値よりも大きくする必

要があります。

high value

ポートの電力プライオリティを低プライオリティポートとして設定します。範

囲は 1～ 27です。lowの値は、高プライオリティポートおよびスイッチに設定
された値よりも大きくする必要があります。

low value

スイッチの電力プライオリティを設定します。範囲は 1～ 27です。switchの値
は、低プライオリティポートおよび高プライオリティポートに設定された値よ

りも小さくする必要があります。

switch
value

コマンドデフォルト 値が設定されていない場合、電源スタックでは、デフォルトプライオリティがランダムに決定

されます。

デフォルトの範囲は、スイッチで 1～ 9、高プライオリティポートで 10～ 18、低プライオリ
ティポートで 19～ 27です。

非 PoEスイッチでは、（ポートプライオリティの）高い値と低い値は、影響がありません。

コマンドモード スイッチのスタック電源設定

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

Cisco IOS XE Everest 16.6.1

使用上のガイドライン スイッチスタック電源コンフィギュレーションモードにアクセスするには、stack-power switch
switch-numberグローバルコンフィギュレーションコマンドを入力します。

Cisco StackPowerの電源プライオリティ値によって、電源が失われ、負荷制限が発生した場合
のスイッチとポートのシャットダウンの順序が決定されます。プライオリティ値は 1～ 27で
す。最も高い数が最初にシャットダウンされます。
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各スイッチ、その高プライオリティポート、および低プライオリティポートでは、異なるプ

ライオリティ値を設定して、電源が失われている間に一度にシャットダウンされる装置数を制

限することを推奨します。同じ電源スタックの異なるスイッチに同じプライオリティ値を設定

しようとすると、設定は許可されますが、警告メッセージが表示されます。

このコマンドは、IP Baseまたは IP Servicesフィーチャセットが実行されているスイッチス
タックでのみ使用できます。

（注）

例 次に、電源スタックの switch 1の電源プライオリティを 7に、高プライオリティポー
トを 11に、低プライオリティポートを 20に設定する例を示します。

デバイス(config)# stack-power switch 1
デバイス(config-switch-stackpower)# stack-id power_stack_a
デバイス(config-switch-stackpower)# power-priority high 11
デバイス(config-switch-stackpower)# power-priority low 20
デバイス(config-switch-stackpower)# power-priority switch 7
デバイス(config-switch-stackpower)# exit

インターフェイスおよびハードウェアコマンド

31

インターフェイスおよびハードウェアコマンド

power-priority



power inline
Power over Ethernet（PoE）ポートで電源管理モードを設定するには、インターフェイスコン
フィギュレーションモードで power inlineコマンドを使用します。デフォルト設定に戻すに
は、このコマンドの no形式を使用します。

power inline {auto [max max-wattage] | never | port priority {high | low} | static [max
max-wattage]}
no power inline {auto | never | port priority {high | low} | static [max max-wattage]}

構文の説明 受電装置の検出をイネーブル

にします。十分な電力がある

場合は、装置の検出後に PoE
ポートに電力を自動的に割り

当てます。割り当ては、検出

された順序で行われます。

auto

（任意）ポートに供給される

電力を制限します。指定でき

る範囲は 4000～ 30000 mWで
す。値を指定しない場合は、

最大電力が供給されます。

max max-wattage

装置の検出とポートへの電力

供給をディセーブルにしま

す。

never

ポートの電源プライオリティ

を設定します。デフォルトの

優先度は [Low]です。

port

ポートの電源プライオリティ

を設定します。電源に障害が

発生した場合には、低プライ

オリティとして設定されてい

るポートが最初にオフにな

り、高プライオリティとして

設定されたポートは最後にオ

フになります。デフォルトの

優先度は [Low]です。

priority {high|low}
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受電装置の検出をイネーブル

にします。スイッチが受電デ

バイスを検出する前に、ポー

トへの電力を事前に割り当て

ます（確保します）。このア

クションによって、インター

フェイスに接続されたデバイ

スで十分な電力を受け取るこ

とができます。

static

コマンドデフォルト デフォルトは auto（イネーブル）です。

最大ワット数は、30,000 mWです。

デフォルトのポートプライオリティは低です。

コマンドデフォルト インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

Cisco IOS XE Everest 16.6.1

使用上のガイドライン このコマンドは、PoE対応ポートだけでサポートされています。PoEがサポートされていない
ポートでこのコマンドを入力すると、次のエラーメッセージが表示されます。

デバイス(config)# interface gigabitethernet1/0/1
デバイス(config-if)# power inline auto

^
% Invalid input detected at '^' marker.

スイッチスタックでは、このコマンドはPoEをサポートしているスタックの全ポートでサポー
トされます。

maxmax-wattageオプションを使用して、受電デバイスの電力が制限を超えないようにします。
この設定によって、受電デバイスが最大ワット数より多い電力を要求する Cisco Discovery
Protocol（CDP）メッセージを送信すると、スイッチはポートへ電力を供給しません。受電装
置の IEEEクラスの最大値が最大ワット数を超えると、スイッチは装置に電力を供給しません。
電力は、グローバル電力バジェットに送られます。

power inline max max-wattageコマンドが 30 W未満に設定されている場合、スイッチは Class
0または Class 3装置に電力を供給しません。

（注）

スイッチが受電デバイスへの電力供給を拒否する場合（受電デバイスが CDPメッセージを通
じて制限を超えた電力を要求する場合、または IEEEクラスの最大値が最大ワット数を超えて
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いる場合）、PoEポートはpower-denyステートになります。スイッチはシステムメッセージを
生成し、show power inline特権 EXECコマンド出力の Operカラムに power-denyが表示されま
す。

ポートに高いプライオリティを与えるには、 power inline static max max-wattageコマンドを使
用します。スイッチは、autoモードに設定されたポートに電力を割り当てる前に、staticモー
ドに設定されたポートにPoEを割り当てます。スイッチは、装置検出より優先的に設定されて
いる場合に、スタティックポートの電力を確保します。接続された装置がない場合は、ポート

がシャットダウン状態か否かに関係なく、スタティックポートの電力が確保されます。スイッ

チは、設定された最大ワット数をポートに割り当てます。その値は、IEEEクラスまたは受電
デバイスからの CDPメッセージによって調節されることはありません。電力が事前割り当て
されているので、最大ワット数以下の電力を使用する受電デバイスは、スタティックポートに

接続されていれば電力が保証されます。ただし、受電デバイスの IEEEクラスが最大ワット数
を超えると、スイッチは装置に電力を供給しません。CDPメッセージを通じて受電デバイスが
最大ワット数を超えた量を要求していることをスイッチが認識すると、受電デバイスがシャッ

トダウンします。

ポートが staticモードの場合にスイッチが電力を事前割り当てできない場合（たとえば、電力
バジェット全体がすでに別の自動ポートまたはスタティックポートに割り当てられているな

ど）、次のメッセージが表示されます。Command rejected: power inline static: pwr not available。
ポートの設定は、そのまま変更されません。

power inline autoまたは power inline staticインターフェイスコンフィギュレーションコマン
ドを使用してポートを設定すると、ポートは設定された速度とデュプレックス設定を使用して

自動ネゴシエーションします。これは、受電デバイスであるかどうかに関係なく、接続された

装置の電力要件を判別するのに必要です。電力要件が判別された後、スイッチはインターフェ

イスをリセットすることなく、設定された速度とデュプレックス設定を使用してインターフェ

イスをハードコードします。

power inline neverコマンドを使用してポートを設定すると、ポートは設定された速度とデュプ
レックス設定に戻ります。

ポートにシスコ製の受電デバイスが接続されている場合は、power inline neverコマンドでポー
トを設定しないでください。不正なリンクアップが生じ、ポートが errdisableステートになる
可能性があります。

power inline port priority {high | low}コマンドを使用して、PoEポートの電源プライオリティ
を設定します。電力が不足した場合には、低いポートプライオリティでポートに接続されてい

る受電デバイスが、まず、シャットダウンされます。

設定を確認するには、show power inline EXECコマンドを入力します。

例 次の例では、スイッチ上で受電デバイスの検出をイネーブルにし、PoEポートに自動
的に電力を供給する方法を示します。

デバイス(config)# interface gigabitethernet1/0/2
デバイス(config-if)# power inline auto
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次の例では、Class 1またはClass 2の受電デバイスを受け入れるように、スイッチ上で
PoEポートを設定する方法を示します。

デバイス(config)# interface gigabitethernet1/0/2
デバイス(config-if)# power inline auto max 7000

次の例では、受電装置の検出をディセーブルにし、スイッチ上で PoEポートへの電力
供給を停止する方法を示します。

デバイス(config)# interface gigabitethernet1/0/2
デバイス(config-if)# power inline never

次の例では、電源に障害が発生した場合に最後のポートの 1つがシャットダウンされ
るよう、ポートのプライオリティを高に設定する方法を示します。

デバイス(config)# interface gigabitethernet1/0/2
デバイス(config-if)# power inline port priority high
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power inline police
受電デバイスでリアルタイム電力消費のポリシングをイネーブルにするには、インターフェイ

スコンフィギュレーションモードで power inline policeコマンドを使用します。この機能を
ディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

power inline police [action {errdisable | log}]
no power inline police

構文の説明 （任意）リアルタイムの電力消費がポートの最大電力割り当てを超過した場

合、ポートへの電力をオフにするよう、deviceを設定します。これがデフォ
ルトのアクションになります。

action
errdisable

（任意）リアルタイムの電力消費がポートの最大電力割り当てを超過した場

合、接続されているデバイスへの電力を供給しながら、deviceが syslogメッ
セージを生成するように設定します。

action log

コマンドデフォルト 受電デバイスのリアルタイムの電力消費のポリシングは、ディセーブルです。

コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

Cisco IOS XE Everest 16.6.1

使用上のガイドライン このコマンドは、LAN Baseイメージのみでサポートされています。

このコマンドは、Power of Ethernet（PoE）対応ポートのみでサポートされています。PoEをサ
ポートしていない deviceまたはポートでこのコマンドを入力すると、エラーメッセージが表
示されます。

スイッチスタックでは、このコマンドは、PoEおよびリアルタイム電力消費モニタリングをサ
ポートしているスタックの全スイッチまたはポートでサポートされます。

リアルタイムの電力消費のポリシングがイネーブルである場合、受電デバイスが割り当てられ

た最大電力より多くの量を消費すると、deviceが対処します。

PoEがイネーブルである場合、deviceは受電デバイスのリアルタイムの電力消費を検知しま
す。この機能は、パワーモニタリングまたはパワーセンシングといわれます。また、deviceは
パワーポリシング機能を使用して消費電力をポリシングします。

パワーポリシングがイネーブルである場合、deviceは次の順のいずれかの方式で PoEポート
のカットオフ電力として、これらの値の 1つを使用します。
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1. power inline auto max max-wattageインターフェイスコンフィギュレーションコマンドま
たは power inline static max max-wattageインターフェイスコンフィギュレーションコマン
ドを入力したときにポート上で許可される電力を制限するユーザ定義の電力レベル。

2. deviceでは、CDPパワーネゴシエーションまたは IEEE分類および LLPD電力ネゴシエー
ションを使用して、装置の消費使用量が自動的に設定されます。

カットオフ電力量の値を手動で設定しない場合、deviceは、CDP電力ネゴシエーションまたは
デバイスの IEEE分類とLLDP電力ネゴシエーションを使用して自動的に値を決定します。CDP
またはLLDPがイネーブルでない場合は、デフォルト値の30Wが適用されます。ただし、CDP
または LLDPがない場合は、15400～ 30000 mWの値が CDP要求または LLDP要求だけに基づ
いて割り当てられるため、装置で 15.4 Wを超える電力の消費がdeviceから許可されません。
受電デバイスが CDPまたは LLDPのネゴシエーションなしに 15.4 Wを超える電力を消費する
場合、装置は最大電流 Imaxの制限に違反し、最大値を超える電流が供給されるという Icut障
害が発生する可能性があります。再び電源を入れるまで、ポートは障害状態のままになりま

す。ポートで継続的に 15.4 Wを超える電力が給電される場合、このサイクルが繰り返されま
す。

PoE+ポートに接続されている受電デバイスが再起動し、電力 TLVで CDPパケットまたは
LLDPパケットが送信される場合、deviceは最初のパケットの電力ネゴシエーションプロトコ
ルをロックし、その他のプロトコルからの電力要求に応答しません。たとえば、deviceがCDP
にロックされている場合、LLDP要求を送信する装置に電力を供給しません。deviceがCDPに
ロックされた後で CDPがディセーブルになった場合、deviceは LLDP電源要求に応答せず、
アクセサリの電源がオンにならなくなります。この場合、受電デバイスを再起動する必要があ

ります。

パワーポリシングがイネーブルである場合、deviceはリアルタイムの電力消費を PoEポート
に割り当てられた最大電力と比較して、消費電力をポリシングします。装置が最大電力割り当

て（またはカットオフ電力）を超える電力をポートで使用している場合、deviceでは、ポート
への電力供給がオフにされるか、または装置に電力を供給しながら deviceは Syslogメッセー
ジが生成して LED（ポート LEDはオレンジ色に点滅）を更新します。

•ポートへの電力供給をオフにして、ポートを error-disabledステートとするようdeviceを設
定するには、power inline policeインターフェイスコンフィギュレーションコマンドを使
用します。

•装置に電力を供給しながら、syslogメッセージを生成するよう deviceを設定するには、
power inline police action logコマンドを使用します。

action logキーワードを入力しない場合のデフォルトのアクションは、ポートのシャットダウ
ン、ポートへの電力供給のオフ、およびポートを PoE error-disabledステートに移行になりま
す。PoEポートを error-disabledステートから自動的に回復するよう設定するには、errdisable
detect cause inline-powerグローバルコンフィギュレーションコマンドを使用して、PoE原因
に対する error-disabled検出をイネーブルにして、errdisable recovery cause inline-power interval
intervalグローバルコンフィギュレーションコマンドを使用して、PoE error-disabled原因の回
復タイマーをイネーブルにします。
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ポリシングがディセーブルである場合、受電デバイスがポートに割り当てられた最大電力より

多くの量を消費しても対処されないため、deviceに悪影響を与える場合があります。
注意

設定を確認するには、show power inline police特権 EXECコマンドを入力します。

例 次の例では、電力消費のポリシングをイネーブルにして、deviceのPoEポートでSyslog
メッセージを生成するよう deviceを設定する方法を示します。

デバイス(config)# interface gigabitethernet1/0/2
デバイス(config-if)# power inline police action log
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power supply
スイッチの内部電源を設定および管理するには、特権 EXECモードで power supplyコマンド
を使用します。

power supply stack-member-number slot {A | B} {off | on}

構文の説明 内部電源を設定するスタックメンバ番号。指定できる範

囲は、スタック内のスイッチの数に応じて 1～ 9です。

このパラメータは、スタック対応スイッチだけで使用で

きます。

stack-member-number

設定するスイッチの電源を選択します。slot

スロット Aの電源を選択します。A

スロット Bの電源を選択します。

電源スロット Bは、スイッチの外側エッジに
最も近いスロットです。

（注）

B

スイッチの電源をオフに設定します。off

スイッチの電源をオンに設定します。on

コマンドデフォルト スイッチの電源がオンになります。

コマンドモード 特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

Cisco IOS XE Everest 16.6.1

使用上のガイドライン power supplyコマンドは、スイッチまたはすべてのスイッチが同じプラットフォームであるス
イッチスタックに適用されます。

同じプラットフォームスイッチを含むスイッチスタックでは、slot {A | B} offまたは onキー
ワードの入力前にスタックメンバを指定する必要があります。

デフォルト設定に戻すには、power supply stack-member-number onコマンドを使用します。

設定を確認するには、show env power特権 EXECコマンドを入力します。

例 次に、スロット Aの電源装置をオフに設定する例を示します。
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デバイス> power supply 2 slot A off
Disabling Power supply A may result in a power loss to PoE devices and/or switches ...
Continue? (yes/[no]): yes
デバイス
Jun 10 04:52:54.389: %PLATFORM_ENV-6-FRU_PS_OIR: FRU Power Supply 1 powered off
Jun 10 04:52:56.717: %PLATFORM_ENV-1-FAN_NOT_PRESENT: Fan is not present

次に、スロット Aの電源装置をオンに設定する例を示します。

デバイス> power supply 1 slot B on
Jun 10 04:54:39.600: %PLATFORM_ENV-6-FRU_PS_OIR: FRU Power Supply 1 powered on

次に、show env powerコマンドの出力例を示します。

デバイス> show env power
SW PID Serial# Status Sys Pwr PoE Pwr Watts
-- ------------------ ---------- --------------- ------- ------- -----
1A PWR-1RUC2-640WAC DCB1705B05B OK Good Good 250/390
1B Not Present
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show eee
インターフェイスのEnergyEfficient Ethernet（EEE）情報を表示するには、EXECモードで show
eeeコマンドを使用します。

構文の説明 指定インターフェイスの EEE機能を表示しま
す。

capabilities

指定したインターフェイスの EEEステータス
情報を表示します。

status

EEE機能またはステータス情報を表示するた
めのインターフェイスを指定します。

interface interface-id

コマンドデフォルト なし

コマンドモード ユーザ EXEC

特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

Cisco IOS XE Everest 16.6.1

使用上のガイドライン 低電力アイドル（LPI）モードをサポートするデバイスで EEEをイネーブルにできます。この
ようなデバイスは、低い電力使用率のときにLPIモードを開始して、電力を節約できます。LPI
モードでは、リンクの両端にあるシステムは、特定のサービスをシャットダウンして、電力を

節約できます。EEEは上位層プロトコルおよびアプリケーションに対して透過的であるよう
に、LPIモードに移行したり、LPIモードから移行する必要があるプロトコルを提供します。

インターフェイスが EEEに対応しているかどうかを確認するには、show eee capabilitiesコマ
ンドを使用します。power efficient-ethernet autoインターフェイスコンフィギュレーションコ
マンドを使用して、EEEに対応しているインターフェイスで EEEをイネーブルにできます。

インターフェイスの EEEステータス、LPIステータス、および wakeエラーカウント情報を表
示するには、show eee statusコマンドを使用します。

次の例では、EEEがイネーブルのインターフェイスの show eee capabilitiesコマンドの
出力を示します。

デバイス# show eee capabilities interface gigabitethernet1/0/1
Gi1/0/1

EEE(efficient-ethernet): yes (100-Tx and 1000T auto)
Link Partner : yes (100-Tx and 1000T auto)
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次の例では、EEEがイネーブルでないインターフェイスの show eee capabilitiesコマン
ドの出力を示します。

デバイス# show eee capabilities interface gigabitethernet2/0/1
Gi2/0/1

EEE(efficient-ethernet): not enabled
Link Partner : not enabled

次の例では、EEEがイネーブルで機能しているインターフェイスの show eee statusコ
マンドの出力を示します。次の表に、この出力で表示されるフィールドについて説明

します。

デバイス# show eee status interface gigabitethernet1/0/4
Gi1/0/4 is up

EEE(efficient-ethernet): Operational
Rx LPI Status : Received
Tx LPI Status : Received

次の例では、EEEが機能していて、ポートが節電モードであるインターフェイスの
show eee statusコマンドの出力を示します。

デバイス# show eee status interface gigabitethernet1/0/3
Gi1/0/3 is up

EEE(efficient-ethernet): Operational
Rx LPI Status : Low Power
Tx LPI Status : Low Power
Wake Error Count : 0

次の例では、リモートリンクパートナーがEEEと互換性がないために、EEEがイネー
ブルでないインターフェイスの show eee statusコマンドの出力を示します。

デバイス# show eee status interface gigabitethernet1/0/3
Gi1/0/3 is down

EEE(efficient-ethernet): Disagreed
Rx LPI Status : None
Tx LPI Status : None
Wake Error Count : 0
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表 1 : show eee statusのフィールドの説明

説明フィールド

インターフェイスの EEEステータス。この
フィールドには、次のいずれかの値を使用でき

ます。

• N/A：ポートは EEEに対応できません。

• Disabled：ポートのEEEはディセーブルで
す。

• Disagreed：リモートリンクパートナーが
EEEに互換性がない可能性があるため、
ポートのEEEは設定されていません。EEE
対応でないか、EEEの設定に互換性があり
ません。

• Operational：ポートのEEEがイネーブルで
機能しています。

インターフェイスの速度が10Mbpsとして設定
されていると、EEEは内部的にディセーブルに
なります。インターフェイスの速度が auto、
100 Mbpsまたは 1000 Mbpsに戻ると、EEEは
再びアクティブになります。

EEE (efficient-ethernet)

インターフェイスおよびハードウェアコマンド

43

インターフェイスおよびハードウェアコマンド

show eee



説明フィールド

リンクパートナーの低電力アイドル（LPI）ス
テータス。このフィールドには、次のいずれか

の値を使用できます。

• N/A：ポートは EEEに対応できません。

• Interrupted：リンクパートナーは低電力モー
ドへの移行中です。

• LowPower：リンクパートナーは低電力モー
ドにあります。

• None：EEEがディセーブルであるか、リ
ンクパートナー側で対応できません。

• Received：リンクパートナーは低電力モー
ドにあり、トラフィックアクティビティ

があります。

インターフェイスが半二重として設定されてお

り、LPIステータスが「None」の場合、イン
ターフェイスが全二重として設定されるまで、

インターフェイスは低電力モードにすることは

できないことを意味します。

Rx/Tx LPI Status

発生したPHYwake-upエラーの数EEEがイネー
ブルで、リンクパートナーへの接続が切断さ

れた場合に、wake-upエラーが発生します。

この情報は、PHYのデバッグに役立ちます。

Wake Error Count
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show env
ファン、温度、および電源情報を表示するには、EXECモードで show envコマンドを使用し
ます。

show env {all | fan | power [{all | switch [stack-member-number]}] | stack [stack-member-number]
| temperature [status]}

構文の説明 ファンと温度環境の状態、および、内部電源を表示します。all

スイッチのファンの状態を表示します。fan

アクティブスイッチの内部電源の状態を表示します。power

（任意）スイッチでコマンドが入力された場合、スタンドアロ

ンスイッチのすべての内部電源の状態が表示されます。アク

ティブスイッチでコマンドが入力された場合は、すべてのス

タックメンバのすべての内部電源の状態が表示されます。

all

（任意）スタック内の各スイッチまたは指定したスイッチの内

部電源装置のステータスを表示します。

このキーワードは、スタック構成対応スイッチでだけ使用でき

ます。

switch

（任意）内部電源または環境ステータスの状態を表示するス

タックメンバの数。

stack-member-number

スタックの各スイッチまたは指定されたスイッチのすべての環

境ステータスを表示します。

このキーワードは、スタック構成対応スイッチでだけ使用でき

ます。

stack

スイッチの温度ステータスを表示します。temperature

（任意）スイッチの内部温度（外部温度ではなく）およびしき

い値を表示します。

status

コマンドデフォルト なし

コマンドモード ユーザ EXEC

特権 EXEC
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コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

Cisco IOS XE Everest 16.6.1

使用上のガイドライン アクセスされているスイッチ（スタンドアロンスイッチまたはアクティブスイッチ）の情報を

表示するには、show env EXECコマンドを使用します。stackおよび switchキーワードとと
もにこのコマンドを使用すると、スタックまたは指定されたスタックメンバのすべての情報が

表示されます。

show env temperature statusコマンドを入力すると、コマンド出力にスイッチの温度状態と
しきい値レベルが表示されます。

show env temperatureコマンドを使用して、スイッチの温度状態を表示することもできます。
コマンド出力では、GREENおよびYELLOWステートをOKと表示し、REDステートをFAULTY
と表示します。show env allコマンドを入力した場合のコマンド出力は、show env temperature
statusコマンド出力と同じです。

例 次に、show env allコマンドの出力例を示します。

次に、show env fanコマンドの出力例を示します。

次に、アクティブスイッチでの show env power allコマンドの出力例を示します。

次に、アクティブスイッチでの show env stackコマンドの出力例を示します。

次の例では、スタンドアロンスイッチで温度値、ステート、およびしきい値を表示す

る方法を示します。表に、コマンド出力での温度ステートの説明を示します。

表 2 : show env temperature statusコマンド出力のステート

説明State

スイッチの温度が正常な動作範囲にあります。グリー

ン

温度が警告範囲にあります。スイッチの外の周辺温度を確認する必要があります。イエ

ロー

温度がクリティカル範囲にあります。温度がこの範囲にある場合、スイッチが正常

に実行されない可能性があります。

レッド
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show errdisable detect
errdisable検出ステータスを表示するには、EXECモードで show errdisable detectコマンドを使
用します。

show errdisable detect

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト なし

コマンドモード ユーザ EXEC

特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

Cisco IOS XE Everest 16.6.1

使用上のガイドライン gbic-invalidエラーの理由は、無効な Small Form-Factor Pluggable（SFP）モジュールを意味しま
す。

コマンド出力内の errdisableの理由がアルファベット順に表示されます。Mode列は、errdisable
が機能ごとにどのように設定されているかを示します。

errdisable検出は次のモードで設定できます。

•ポートモード：違反が発生した場合、物理ポート全体が errdisableになります。

• VLANモード：違反が発生した場合、VLANが errdisableになります。

•ポート/VLANモード：一部のポートでは物理ポート全体がerrdisableになり、その他のポー
トでは VLANごとに errdisableになります。
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show errdisable recovery
errdisable回復タイマー情報を表示するには、EXECモードで show errdisable recoveryコマン
ドを使用します。

show errdisable recovery

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト なし

コマンドモード ユーザ EXEC

特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

Cisco IOS XE Everest 16.6.1

使用上のガイドライン gbic-invalid error-disableの理由は、無効な Small Form-Factor Pluggable（SFP）インターフェイス
を意味します。

unicast-floodフィールドは、出力に表示はされますが無効です。（注）

次に、show errdisable recoveryコマンドの出力例を示します。
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show hw-module subslot mode
プラットフォームのラインカードモードを表示するには、特権EXECモードで showhw-module
subslot modeコマンドを使用します。

show hw-module subslot slot/subslot mode

構文の説明 スロット番号範囲は 0～ 10です。slot

サブスロット番号。範囲は0～0です。サブスロッ

ト

コマンドモード 特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Everest
16.6.1

例 次に、show hw-module subslot modeコマンドの出力例を示します。

Device# show hw-module subslot 1/0 mode

subslot [1/0] mode: dynamic

インターフェイスおよびハードウェアコマンド

49

インターフェイスおよびハードウェアコマンド

show hw-module subslot mode



show id prom fan-tray
ファントレイコンポーネントおよびシャーシのシリアル番号を表示するには、特権EXECモー
ドで show id prom fan-trayコマンドを使用します。

showid promfan-tray

コマンドモード 特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Everest 16.6.1

次に、show id prom fan-trayコマンドの出力例を示します。

Device#show id prom fan tray
Fan Tray Idprom:

Controller Type : 3196
Hardware Revision : 0.5
Top Assy. Revision : 28
Deviation Number : 0
PCB Serial Number : FXS203603M6
RMA Test History : 00
RMA Number : 0-0-0-0
RMA History : 00
CLEI Code : 0
ECI Number : 0
Product Identifier (PID) : C9407-FAN
Version Identifier (VID) : V00
Manufacturing Test Data : 00 00 00 00 00 00 00 00
Field Diagnostics Data : 00 00 00 00 00 00 00 00
Environment Monitor Data : 03 00 00 00 15 E1 5E 00

A9
Environment Monitor Data : 00 06 00 FA
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show ip interface
IPに設定されているインターフェイスのユーザビリティステータスを表示するには、特権EXEC
モードで show ip interfaceコマンドを使用します。

show ip interface [type number] [brief]

構文の説明 （任意）インターフェイスタイプ。type

（任意）インターフェイス番号。number

（任意）各インターフェイスのユーザビリティステータスの概要を表示します。brief

コマンドデフォルト IPに設定されているすべてのインターフェイスの完全なユーザビリティステータスが表示され
ます。

コマンドモード 特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

Cisco IOS XE Everest 16.6.1

使用上のガイドライン インターフェイスが使用可能な場合（つまりパケットの送受信が可能な場合）、Cisco IOSソ
フトウェアは、直接接続されているルートをルーティングテーブルに自動的に入力します。イ

ンターフェイスが使用可能でない場合は、直接接続されているルーティングエントリがルー

ティングテーブルから削除されます。エントリを削除することにより、ソフトウェアはダイナ

ミックルーティングプロトコルを使用してネットワークへのバックアップルートを決定でき

ます（存在する場合）。

インターフェイスが双方向通信を提供できる場合、回線プロトコルは「up」とマークされま
す。インターフェイスのハードウェアが使用できる場合、インターフェイスは upとマークさ
れます。

オプションでインターフェイスタイプを指定すると、その特定のインターフェイスに関する情

報が表示されます。省略可能な引数を指定しない場合は、すべてのインターフェイスに関する

情報が表示されます。

PPPまたはシリアルラインインターネットプロトコル（SLIP）によって非同期インターフェ
イスがカプセル化されると、IP高速スイッチングがイネーブルになります。show ip interface
コマンドを PPPまたは SLIPでカプセル化された非同期インターフェイスで実行すると、IP
ファストスイッチングがイネーブルであることを示すメッセージが表示されます。

show ip interface briefコマンドを使用すると、デバイスインターフェイスのサマリーを表示で
きます。このコマンドでは、IPアドレス、インターフェイスのステータス、およびその他の情
報が表示されます。
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show ip interface briefコマンドでは、ユニキャスト RPFに関連する情報は表示されません。

例 次に、ギガビットイーサネットインターフェイス 1/0/1のインターフェイス情報の例
を示します。

Device# show ip interface gigabitethernet 1/0/1

GigabitEthernet1/0/1 is up, line protocol is up
Internet address is 10.1.1.1/16
Broadcast address is 255.255.255.255
Address determined by setup command
MTU is 1500 bytes
Helper address is not set
Directed broadcast forwarding is disabled
Outgoing access list is not set
Inbound access list is not set
Proxy ARP is enabled
Local Proxy ARP is disabled
Security level is default
Split horizon is enabled
ICMP redirects are always sent
ICMP unreachables are always sent
ICMP mask replies are never sent
IP fast switching is enabled
IP fast switching on the same interface is disabled
IP Flow switching is disabled
IP CEF switching is enabled
IP Feature Fast switching turbo vector
IP VPN Flow CEF switching turbo vector
IP multicast fast switching is enabled
IP multicast distributed fast switching is disabled
IP route-cache flags are Fast, CEF
Router Discovery is disabled
IP output packet accounting is disabled
IP access violation accounting is disabled
TCP/IP header compression is disabled
RTP/IP header compression is disabled
Policy routing is enabled, using route map PBR
Network address translation is disabled
BGP Policy Mapping is disabled
IP Multi-Processor Forwarding is enabled

IP Input features, "PBR",
are not supported by MPF and are IGNORED

IP Output features, "NetFlow",
are not supported by MPF and are IGNORED

次に、特定の VLANのユーザビリティステータスを表示する例を示します。

Device# show ip interface vlan 1

Vlan1 is up, line protocol is up
Internet address is 10.0.0.4/24
Broadcast address is 255.255.255.255

Address determined by non-volatile memory
MTU is 1500 bytes
Helper address is not set
Directed broadcast forwarding is disabled
Outgoing access list is not set
Inbound access list is not set
Proxy ARP is enabled
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Local Proxy ARP is disabled
Security level is default
Split horizon is enabled
ICMP redirects are always sent
ICMP unreachables are always sent
ICMP mask replies are never sent
IP fast switching is enabled
IP fast switching on the same interface is disabled
IP Flow switching is disabled
IP CEF switching is enabled
IP Fast switching turbo vector
IP Normal CEF switching turbo vector
IP multicast fast switching is enabled
IP multicast distributed fast switching is disabled
IP route-cache flags are Fast, CEF
Router Discovery is disabled
IP output packet accounting is disabled
IP access violation accounting is disabled
TCP/IP header compression is disabled
RTP/IP header compression is disabled
Probe proxy name replies are disabled
Policy routing is disabled
Network address translation is disabled
WCCP Redirect outbound is disabled
WCCP Redirect inbound is disabled
WCCP Redirect exclude is disabled
BGP Policy Mapping is disabled
Sampled Netflow is disabled
IP multicast multilayer switching is disabled
Netflow Data Export (hardware) is enabled

次の表で、この出力に表示される重要なフィールドを説明します。

表 3 : show ip interfaceのフィールドの説明

説明フィールド

ブロードキャストアドレス。Broadcast address is

ピアアドレス。Peer address is

インターフェイスに設定されているMTU値（バイト）。MTU is

ヘルパーアドレス（設定されている場合）。Helper address

ダイレクトブロードキャスト転送がイネーブルであるかどうかを

示します。

Directed broadcast forwarding

インターフェイスに発信アクセスリストが設定されているかどう

かを示します。

Outgoing access list

インターフェイスに着信アクセスリストが設定されているかどう

かを示します。

Inbound access list

インターフェイスに対してプロキシ Address Resolution Protocol
（ARP）がイネーブルであるかどうかを示します。

Proxy ARP
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説明フィールド

このインターフェイスに対して設定されている IP Security Option
（IPSO）セキュリティレベル。

Security level

スプリットホライズンがイネーブルであるかどうかを示します。Split horizon

このインターフェイスでリダイレクトメッセージが送信されるか

どうかを示します。

ICMP redirects

このインターフェイスで到達不能メッセージが送信されるかどう

かを示します。

ICMP unreachables

このインターフェイスでマスク応答が送信されるかどうかを示し

ます。

ICMP mask replies

このインターフェイスに対してファストスイッチングがイネーブ

ルであるかどうかを示します。通常、このようなシリアルイン

ターフェイスではイネーブルになります。

IP fast switching

このインターフェイスに対してフロースイッチングがイネーブル

であるかどうかを示します。

IP Flow switching

インターフェイスに対してCiscoExpress Forwardingスイッチング
がイネーブルであるかどうかを示します。

IP CEF switching

インターフェイスに対してマルチキャストファストスイッチン

グがイネーブルであるかどうかを示します。

IP multicast fast switching

インターフェイスでNetFlowがイネーブルであるかどうかを示し
ます。インターフェイスでNetFlowがイネーブルになっている場
合は、「Flow init」と表示されます。ip flow ingressコマンドを使
用してサブインターフェイスでNetFlowがイネーブルになってい
る場合は、「Ingress Flow」と表示されます。ip route-cache flow
コマンドを使用してメインインターフェイスでNetFlowがイネー
ブルになっている場合は、「Flow」と表示されます。

IP route-cache flags are Fast

このインターフェイスに対して探索プロセスがイネーブルである

かどうかを示します。通常、シリアルインターフェイスではディ

セーブルになります。

Router Discovery

このインターフェイスに対して IPアカウンティングがイネーブ
ルであるかどうかとしきい値（エントリの最大数）を示します。

IP output packet accounting

圧縮がイネーブルであるかどうかを示します。TCP/IP header compression

インターフェイスで受信されたパケットがキャッシュエンジンに

リダイレクトされるかどうかのステータスを示します。「enabled」
または「disabled」のいずれかが表示されます。

WCCP Redirect outbound is
disabled
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説明フィールド

インターフェイスへ向かうパケットがキャッシュエンジンへのリ

ダイレクトから除外されるかどうかのステータスを示します。

「enabled」または「disabled」のいずれかが表示されます。

WCCP Redirect exclude is
disabled

インターフェイスのNetFlowデータエクスポート（NDE）ハード
ウェアフローステータス。

Netflow Data Export
(hardware) is enabled

次に、各インターフェイスのユーザビリティステータス情報のサマリーを表示する例

を示します。

Device# show ip interface brief

Interface IP-Address OK? Method Status Protocol
Vlan1 unassigned YES NVRAM administratively down down
GigabitEthernet0/0 unassigned YES NVRAM down down
GigabitEthernet1/0/1 unassigned YES NVRAM down down
GigabitEthernet1/0/2 unassigned YES unset down down
GigabitEthernet1/0/3 unassigned YES unset down down
GigabitEthernet1/0/4 unassigned YES unset down down
GigabitEthernet1/0/5 unassigned YES unset down down
GigabitEthernet1/0/6 unassigned YES unset down down
GigabitEthernet1/0/7 unassigned YES unset down down

<output truncated>

表 4 : show ip interface briefのフィールドの説明

説明フィール

ド

インターフェイスのタイプ。Interface

インターフェイスに割り当てられている IPアドレス。IP-Address

「Yes」は、その IPアドレスが有効であることを意味します。「No」は、その IP
アドレスが有効でないことを意味します。

OK?
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説明フィール

ド

Methodフィールドの値は次のとおりです。

• RARPまたは SLARP：Reverse Address Resolution Protocol（RARP）または
Serial Line Address Resolution Protocol（SLARP）要求。

• BOOTP：ブートストラッププロトコル。

• TFTP：TFTPサーバから取得したコンフィギュレーションファイル。

• manual：コマンドラインインターフェイスでの手動変更。

• NVRAM：NVRAMのコンフィギュレーションファイル。

• IPCP：ip address negotiatedコマンド。

• DHCP：ip address dhcpコマンド。

• unset：未設定。

• other：不明。

Method

インターフェイスのステータスを示します。有効な値とその意味は次のとおりで

す。

• up：インターフェイスはアップ状態です。

• down:インターフェイスはダウン状態です。

• administratively down：インターフェイスは管理上の目的でダウンしていま
す。

Status

このインターフェイス上のルーティングプロトコルの稼働ステータスを示しま

す。

Protocol

関連コマンド DescriptionCommand

Secure Socket Layer Virtual Private Network（SSLVPN）ゲートウェイの仮
想ゲートウェイ IPインターフェイスを設定します。

ip interface

インターフェイスの状態が表示されます。show interface status
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show interfaces
すべてのインターフェイスまたは指定したインターフェイスの管理ステータスおよび動作ス

テータスを表示するには、EXECモードで show interfacesコマンドを使用します。

show interfaces [{interface-id | vlan vlan-id}] [{accounting | capabilities [module number] |
debounce | description | etherchannel | flowcontrol | private-vlan mapping | pruning | stats | status
[{err-disabled}] | trunk}]

構文の説明 （任意）インターフェイスの IDです。有効なインター
フェイスには、物理ポート（タイプ、スタック構成可能

なスイッチのスタックメンバ、モジュール、およびポー

ト番号を含む）やポートチャネルが含まれます。指定で

きるポートチャネルは 1～ 48です。

interface-id

（任意）VLAN IDです。指定できる範囲は 1～ 4094で
す。

vlan vlan-id

（任意）インターフェイスのアカウント情報（アクティ

ブプロトコル、入出力のパケット、オクテットを含む）

を表示します。

ソフトウェアで処理されたパケットだけが表示

されます。ハードウェアでスイッチングされる

パケットは表示されません。

（注）

accounting

（任意）すべてのインターフェイスまたは指定されたイ

ンターフェイスの性能（機能、インターフェイス上で設

定可能なオプションを含む）を表示します。このオプショ

ンはコマンドラインのヘルプに表示されますが、VLAN
IDに使用できません。

capabilities

（任意）スイッチまたは指定されたスタックメンバのす

べてのインターフェイスの機能を表示します。

このオプションは、特定のインターフェイス IDを入力し
たときは利用できません。

module number

（任意）インターフェイスに設定された管理ステータス

および説明を表示します。

description

（任意）インターフェイス EtherChannel情報を表示しま
す。

etherchannel

（任意）インターフェイスのフロー制御情報を表示しま

す。

flowcontrol
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（任意）インターフェイスのトランクVTPプルーニング
情報を表示します。

pruning

（任意）インターフェイスのパスを切り替えることによ

る入出力パケットを表示します。

stats

（任意）インターフェイスのステータスを表示します。

Typeフィールドの unsupportedのステータスは、他社製
の Small Form-Factor Pluggable（SFP）モジュールがモ
ジュールスロットに装着されていることを示していま

す。

status

（任意）errdisableステートのインターフェイスを表示し
ます。

err-disabled

（任意）インターフェイストランク情報を表示します。

インターフェイスを指定しない場合は、アクティブなト

ランキングポートの情報だけが表示されます。

trunk

crb、fair-queue、irb、mac-accounting、precedence、random-detect、rate-limit、および shape
キーワードはコマンドラインのヘルプストリングに表示されますが、サポートされていませ

ん。

（注）

コマンドデフォルト なし

コマンドモード 特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

Cisco IOS XE Everest 16.6.1

使用上のガイドライン show interfaces capabilitiesコマンドに異なるキーワードを指定することで、次のような結果に
なります。

• show interface capabilities module numberコマンドを使用して、スタックのスイッチ上の

すべてのインターフェイスの機能を表示します。スタック内に該当するモジュール番号を

持つスイッチがない場合、出力はありません。

•指定されたインターフェイスの機能を表示するには、show interfaces interface-id capabilities
を使用します。

•スタック内のすべてのインターフェイスの機能を表示するには、show interfaces capabilities
を使用します（モジュール番号またはインターフェイス IDの指定なし）。
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コマンド出力に表示される Last Inputフィールドは、最後のパケットがインターフェイスに
よって正常に受信され、デバイスの CPUによって処理されてから経過した時間、分、および
秒数を示します。この情報は、デッドインターフェイスに障害が発生した時間を知るために使

用できます。

Last Inputは、ファーストスイッチングされたトラフィックでは更新されません。

コマンド出力に表示される outputフィールドは、最後のパケットがインターフェイスによっ
て正常に送信されてから経過した時間、分、および秒数を示します。このフィールドによって

示される情報は、デッドインターフェイスに障害が発生した時間を知るために役立ちます。

（注）

次の例では、descriptionインターフェイスコンフィギュレーションコマンドを使用し
て、インターフェイスを Connects to Marketingとして指定した場合の show interfaces
interface descriptionコマンドの出力を示します。

Device# show interfaces gigabitethernet1/0/2 description

Interface Status Protocol Description
Gi1/0/2 up down Connects to Marketing

次の例では、VTPドメイン内でプルーニングがイネーブルの場合の show interfaces
interface-id pruningコマンドの出力を示します。

Device# show interfaces gigabitethernet1/0/2 pruning

Port Vlans pruned for lack of request by neighbor
Gi1/0/2 3,4

Port Vlans traffic requested of neighbor
Gi1/0/2 1-3

次の例では、指定したVLANインターフェイスの show interfaces statsコマンドの出力
を示します。

Device# show interfaces vlan 1 stats

Switching path Pkts In Chars In Pkts Out Chars Out
Processor 1165354 136205310 570800 91731594

Route cache 0 0 0 0
Total 1165354 136205310 570800 91731594

次に、show interfaces status err-disabledコマンドの出力例を示します。errdisableス
テートのインターフェイスのステータスを表示します。

Device# show interfaces status err-disabled

Port Name Status Reason
Gi1/0/2 err-disabled gbic-invalid
Gi2/0/3 err-disabled dtp-flap

次の例では、show interfaces interface-id pruningコマンドの出力を示します。
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Device# show interfaces gigabitethernet1/0/2 pruning

Port Vlans pruned for lack of request by neighbor

Device# show interfaces gigabitethernet1/0/1 trunk

Port Mode Encapsulation Status Native vlan
Gi1/0/1 on 802.1q other 10

Port Vlans allowed on trunk
Gi1/0/1 none

Port Vlans allowed and active in management domain
Gi1/0/1 none

Port Vlans in spanning tree forwarding state and not pruned
Gi1/0/1 none
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show interfaces counters
スイッチまたは特定のインターフェイスのさまざまなカウンタを表示するには、特権 EXEC
モードで show interfaces countersコマンドを使用します。

show interfaces [interface-id] counters [{errors | etherchannel | module stack-member-number |
protocol status | trunk}]

構文の説明 （任意）物理インターフェイスの ID（タイプ、スタックメンバ（ス
タック構成可能なスイッチのみ）、モジュール、ポート番号を含む）。

interface-id

（任意）エラーカウンタを表示します。errors

（任意）送受信されたオクテット、ブロードキャストパケット、マ

ルチキャストパケット、およびユニキャストパケットなど、

EtherChannelカウンタを表示します。

etherchannel

（任意）指定されたスタックメンバのカウンタを表示します。

このコマンドでは、moduleキーワードはスタックメンバ番
号を参照しています。インターフェイス IDに含まれるモ
ジュール番号は、常に 0です。

（注）

module
stack-member-number

（任意）インターフェイスでイネーブルになっているプロトコルのス

テータスを表示します。

protocol status

（任意）トランクカウンタを表示します。trunk

vlan vlan-idキーワードは、コマンドラインのヘルプ文字列には表示されますが、サポートさ

れていません。

（注）

コマンドデフォルト なし

コマンドモード 特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

Cisco IOS XE Everest 16.6.1

使用上のガイドライン キーワードを入力しない場合は、すべてのインターフェイスのすべてのカウンタが表示されま

す。
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次の例では、show interfaces countersコマンドの出力の一部を示します。スイッチの
すべてのカウンタが表示されます。

デバイス# show interfaces counters
Port InOctets InUcastPkts InMcastPkts InBcastPkts
Gi1/0/1 0 0 0 0
Gi1/0/2 0 0 0 0
Gi1/0/3 95285341 43115 1178430 1950
Gi1/0/4 0 0 0 0

<output truncated>

次の例では、スタックメンバ 2に対する show interfaces counters moduleコマンドの出
力の一部を示します。スタック内で指定されたスイッチのすべてのカウンタが表示さ

れます。

デバイス# show interfaces counters module 2
Port InOctets InUcastPkts InMcastPkts InBcastPkts
Gi1/0/1 520 2 0 0
Gi1/0/2 520 2 0 0
Gi1/0/3 520 2 0 0
Gi1/0/4 520 2 0 0

<output truncated>

次の例では、すべてのインターフェイスに対する show interfaces counters protocol status
コマンドの出力の一部を示します。

デバイス# show interfaces counters protocol status
Protocols allocated:
Vlan1: Other, IP
Vlan20: Other, IP, ARP
Vlan30: Other, IP, ARP
Vlan40: Other, IP, ARP
Vlan50: Other, IP, ARP
Vlan60: Other, IP, ARP
Vlan70: Other, IP, ARP
Vlan80: Other, IP, ARP
Vlan90: Other, IP, ARP
Vlan900: Other, IP, ARP
Vlan3000: Other, IP
Vlan3500: Other, IP
GigabitEthernet1/0/1: Other, IP, ARP, CDP
GigabitEthernet1/0/2: Other, IP
GigabitEthernet1/0/3: Other, IP
GigabitEthernet1/0/4: Other, IP
GigabitEthernet1/0/5: Other, IP
GigabitEthernet1/0/6: Other, IP
GigabitEthernet1/0/7: Other, IP
GigabitEthernet1/0/8: Other, IP
GigabitEthernet1/0/9: Other, IP
GigabitEthernet1/0/10: Other, IP, CDP

<output truncated>

次に、show interfaces counters trunkコマンドの出力例を示します。すべてのインター
フェイスのトランクカウンタが表示されます。
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デバイス# show interfaces counters trunk
Port TrunkFramesTx TrunkFramesRx WrongEncap
Gi1/0/1 0 0 0
Gi1/0/2 0 0 0
Gi1/0/3 80678 0 0
Gi1/0/4 82320 0 0
Gi1/0/5 0 0 0

<output truncated>
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show interfaces switchport
ポートブロッキング、ポート保護設定など、スイッチング（非ルーティング）ポートの管理ス

テータスおよび動作ステータスを表示するには、特権EXECモードで show interfaces switchport
コマンドを使用します。

show interfaces [interface-id] switchport [{module number}]

構文の説明 （任意）インターフェイスの IDです。有効なインターフェイスには、物理
ポート（タイプ、スタック構成可能なスイッチのスタックメンバ、モジュー

ル、およびポート番号を含む）やポートチャネルが含まれます。指定でき

るポートチャネルは 1～ 48です。

interface-id

（任意）スイッチまたは指定されたスタックメンバのすべてのインターフェ

イスのスイッチポート設定を表示します。

このオプションは、特定のインターフェイス IDを入力したときは利用でき
ません。

module number

コマンドデフォルト なし

コマンドモード 特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

Cisco IOS XE Everest 16.6.1

使用上のガイドライン スタックのスイッチ上のすべてのインターフェイスのスイッチポート特性を表示するには、

show interface switchport module numberコマンドを使用します。スタック内に該当するモジュー
ル番号を持つスイッチがない場合、出力はありません。

次の例では、ポートの show interfaces switchportコマンドの出力を示します。次の表
に、この出力で表示されるフィールドについて説明します。

プライベートVLANはこのリリースではサポートされないので、フィールドは適用さ
れません。

（注）

デバイス# show interfaces gigabitethernet1/0/1 switchport
Name: Gi1/0/1
Switchport: Enabled
Administrative Mode: trunk
Operational Mode: down
Administrative Trunking Encapsulation: dot1q
Negotiation of Trunking: On
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Access Mode VLAN: 1 (default)
Trunking Native Mode VLAN: 10 (VLAN0010)
Administrative Native VLAN tagging: enabled
Voice VLAN: none
Administrative private-vlan host-association: none
Administrative private-vlan mapping: none
Administrative private-vlan trunk native VLAN: none
Administrative private-vlan trunk Native VLAN tagging: enabled
Administrative private-vlan trunk encapsulation: dot1q
Administrative private-vlan trunk normal VLANs: none
Administrative private-vlan trunk associations: none
Administrative private-vlan trunk mappings: none
Operational private-vlan: none
Trunking VLANs Enabled: 11-20
Pruning VLANs Enabled: 2-1001
Capture Mode Disabled
Capture VLANs Allowed: ALL

Protected: false
Unknown unicast blocked: disabled
Unknown multicast blocked: disabled
Appliance trust: none

説明フィールド

ポート名を表示します。Name

ポートの管理ステータスおよび動作ステータ

スを表示します。この出力の場合、ポートは

スイッチポートモードです。

Switchport

管理モードおよび動作モードを表示します。Administrative Mode

Operational Mode

管理上および運用上のカプセル化方式、およ

びトランキングネゴシエーションがイネーブ

ルかどうかを表示します。

Administrative Trunking Encapsulation

Operational Trunking Encapsulation

Negotiation of Trunking

ポートを設定する VLAN IDを表示します。Access Mode VLAN

ネイティブモードのトランクの VLAN IDを
一覧表示します。トランク上の許可 VLANを
一覧表示します。トランク上のアクティブ

VLANを一覧表示します。

Trunking Native Mode VLAN

Trunking VLANs Enabled

Trunking VLANs Active

プルーニングに適格な VLANを一覧表示しま
す。

Pruning VLANs Enabled

インターフェイス上で保護ポートがイネーブ

ル（True）であるかまたはディセーブル
（False）であるかを表示します。

Protected
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説明フィールド

不明なマルチキャストおよび不明なユニキャ

ストトラフィックがインターフェイス上でブ

ロックされているかどうかを表示します。

Unknown unicast blocked

Unknown multicast blocked

音声 VLANがイネーブルである VLAN IDを
表示します。

Voice VLAN

IP Phoneのデータパケットのサービスクラス
（CoS）設定を表示します。

Appliance trust
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show interfaces transceiver
Small Form-Factor Pluggable（SFP）モジュールインターフェイスの物理インターフェイスを表
示するには、EXECモードで show interfaces transceiverコマンドを使用します。

show interfaces [interface-id] transceiver [{detail | module number | properties | supported-list |
threshold-table}]

構文の説明 （任意）物理インターフェイスの ID（タイプ、スタックメンバ（スタック
構成可能なスイッチのみ）、モジュール、ポート番号を含む）。

interface-id

（任意）（スイッチにインストールされている場合）DigitalOpticalMonitoring
（DoM）対応トランシーバの高低値やアラーム情報などの、調整プロパティ
を表示します。

detail

（任意）スイッチのモジュールのインターフェイスへの表示を制限します。

このオプションは、特定のインターフェイス IDを入力したときは利用でき
ません。

module number

（任意）インターフェイスの速度、デュプレックス、およびインラインパ

ワー設定を表示します。

properties

（任意）サポートされるトランシーバをすべて表示します。supported-list

（任意）アラームおよび警告しきい値テーブルを表示します。threshold-table

コマンドモード ユーザ EXEC

特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

Cisco IOS XE Everest 16.6.1

例 次の例では、show interfaces interface-id transceiver propertiesコマンドの出力を示しま
す。

次の例では、show interfaces interface-id transceiver detailコマンドの出力を示します。

デバイス# show interfaces gigabitethernet1/1/1 transceiver detail
ITU Channel not available (Wavelength not available),
Transceiver is internally calibrated.
mA:milliamperes, dBm:decibels (milliwatts), N/A:not applicable.
++:high alarm, +:high warning, -:low warning, -- :low alarm.
A2D readouts (if they differ), are reported in parentheses.
The threshold values are uncalibrated.

インターフェイスおよびハードウェアコマンド

67

インターフェイスおよびハードウェアコマンド

show interfaces transceiver



High Alarm High Warn Low Warn Low Alarm
Temperature Threshold Threshold Threshold Threshold

Port (Celsius) (Celsius) (Celsius) (Celsius) (Celsius)
------- ----------------- ---------- --------- --------- ---------
Gi1/1/1 29.9 74.0 70.0 0.0 -4.0

High Alarm High Warn Low Warn Low Alarm
Voltage Threshold Threshold Threshold Threshold

Port (Volts) (Volts) (Volts) (Volts) (Volts)
------- --------------- ---------- --------- --------- ---------
Gi1/1/1 3.28 3.60 3.50 3.10 3.00

Optical High Alarm High Warn Low Warn Low Alarm
Transmit Power Threshold Threshold Threshold Threshold

Port (dBm) (dBm) (dBm) (dBm) (dBm)
------- ----------------- ---------- --------- --------- ---------
Gi1/1/1 1.8 7.9 3.9 0.0 -4.0

Optical High Alarm High Warn Low Warn Low Alarm
Receive Power Threshold Threshold Threshold Threshold

Port (dBm) (dBm) (dBm) (dBm) (dBm)
------- ----------------- ---------- --------- --------- ---------
Gi1/1/1 -23.5 -5.0 -9.0 -28.2 -32.2

次に、show interfaces transceiver threshold-tableコマンドの出力例を示します。

デバイス# show interfaces transceiver threshold-table
Optical Tx Optical Rx Temp Laser Bias Voltage

current
------------- ------------- ------ ------------ ---------

DWDM GBIC
Min1 -4.00 -32.00 -4 N/A 4.65
Min2 0.00 -28.00 0 N/A 4.75
Max2 4.00 -9.00 70 N/A 5.25
Max1 7.00 -5.00 74 N/A 5.40
DWDM SFP
Min1 -4.00 -32.00 -4 N/A 3.00
Min2 0.00 -28.00 0 N/A 3.10
Max2 4.00 -9.00 70 N/A 3.50
Max1 8.00 -5.00 74 N/A 3.60
RX only WDM GBIC
Min1 N/A -32.00 -4 N/A 4.65
Min2 N/A -28.30 0 N/A 4.75
Max2 N/A -9.00 70 N/A 5.25
Max1 N/A -5.00 74 N/A 5.40
DWDM XENPAK
Min1 -5.00 -28.00 -4 N/A N/A
Min2 -1.00 -24.00 0 N/A N/A
Max2 3.00 -7.00 70 N/A N/A
Max1 7.00 -3.00 74 N/A N/A
DWDM X2
Min1 -5.00 -28.00 -4 N/A N/A
Min2 -1.00 -24.00 0 N/A N/A
Max2 3.00 -7.00 70 N/A N/A
Max1 7.00 -3.00 74 N/A N/A
DWDM XFP
Min1 -5.00 -28.00 -4 N/A N/A
Min2 -1.00 -24.00 0 N/A N/A
Max2 3.00 -7.00 70 N/A N/A
Max1 7.00 -3.00 74 N/A N/A
CWDM X2
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Min1 N/A N/A 0 N/A N/A
Min2 N/A N/A 0 N/A N/A
Max2 N/A N/A 0 N/A N/A
Max1 N/A N/A 0 N/A N/A

<output truncated>
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show inventory
ネットワーキングデバイスに取り付けられているすべてのシスコ製品の製品インベントリリス

トを表示するには、ユーザ EXECモードまたは特権 EXECモードで show inventory コマンド
を使用します。

show inventory {fru | oid | raw} [entity]

（任意）シスコのネットワーキングデバイスに取り付けられているすべての現場交換

可能ユニット（FRU）に関する情報を取得します。
fru

（任意）オブジェクト識別子（OID）と呼ばれるベンダー固有のハードウェア登録 ID
に関する情報を取得します。

OIDによって、MIB階層内におけるMIBオブジェクトの位置が識別され、複数の管理
対象デバイスのネットワーク内にあるMIBオブジェクトにアクセスする方法が提供さ
れます。

oid

（任意）シスコのネットワーキングデバイスに取り付けられているすべてのシスコ製

品（エンティティ）に関する情報を取得します。製品 ID（PID）値、固有デバイス識
別子（UDI）、その他の物理 IDがないエンティティもすべて含まれます。

raw

（任意）シスコエンティティ（シャーシ、バックプレーン、モジュール、スロットな

ど）の名前。引用符で囲まれた文字列を使用すると、より限定的なUDI情報を表示で
きます。たとえば、「sfslot 1」と指定すると、sfslotという名前のエンティティのス
ロット 1の UDI情報が表示されます。

entity

コマンドモード 特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Everest 16.6.1

このコマンドは、シャーシのシリアル番号を表示

するように拡張されました。

Cisco IOS XE Everest 16.6.3

使用上のガイドライン show inventoryコマンドを使用すると、各シスコ製品に関するインベントリ情報が取得され、
UDI形式で表示されます。UDIは、製品 ID（PID）、バージョン ID（VID）、シリアル番号
（SN）という 3つの別個のデータ要素を結合したものです。

PIDは製品を発注するための名前で、従来は「製品名」または「部品番号」と呼ばれていまし
た。これは、正しい交換部品を発注するために使用される IDです。

VIDは製品のバージョンです。製品が改訂されるたびに、VIDは増加します。VIDは、製品変
更の通知を管理する業界のガイドラインである、Telcordia GR-209-COREから取得された厳格
なプロセスに従って増加されます。
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SNはベンダー固有の製品の通し番号です。それぞれの製造済み製品には、現場では変更でき
ない固有のシリアル番号が工場で割り当てられます。この番号は、製品の特定のインスタンス

を個々に識別するための手段です。

UDIでは各製品をエンティティと呼びます。シャーシなどの一部のエンティティには、スロッ
トのようなサブエンティティがあります。各エンティティは、シスコエンティティごとに階層

的に配置された論理的な表示順で別々の行に表示されます。

オプションを指定せずに show inventoryコマンドを使用すると、ネットワーキングデバイスに
取り付けられており、PIDが割り当てられているシスコエンティティのリストが表示されま
す。

次に、show inventoryコマンドの出力例を示します。

デバイス#show inventory
NAME: "Chassis", DESCR: "Cisco Catalyst 9400 Series 7 Slot Chassis"
PID: C9407R , VID: V01 , SN: FXS2128Q13X

NAME: "Slot 2 - Linecard", DESCR: "Cisco Catalyst 9400 Series 48-Port UPOE 10/100/1000
(RJ-45)"
PID: C9400-LC-48U , VID: V01 , SN: JAE213102KS

NAME: "Slot 5 - Linecard", DESCR: "Cisco Catalyst 9400 Series 48-Port UPOE 10/100/1000
(RJ-45)"
PID: C9400-LC-48U , VID: V01 , SN: JAE2132070M

NAME: "Slot 3 - Supervisor", DESCR: "Cisco Catalyst 9400 Series Supervisor 1 Module"
PID: C9400-SUP-1 , VID: , SN:

NAME: "TenGigabitEthernet3/0/1", DESCR: "10GE CU5M"
PID: N/A , VID: T , SN: TED2116C4SV

NAME: "Slot 4 - Supervisor", DESCR: "Cisco Catalyst 9400 Series Supervisor 1 Module"
PID: C9400-SUP-1 , VID: V01 , SN: JAE221703LD

NAME: "TenGigabitEthernet4/0/1", DESCR: "10GE CU5M"
PID: N/A , VID: T , SN: TED2116C4EG

NAME: "Power Supply Module 1", DESCR: "Cisco Catalyst 9400 Series 3200W AC Power Supply"
PID: C9400-PWR-3200AC , VID: V01 , SN: DTM212200X2

NAME: "Fan Tray", DESCR: "Cisco Catalyst 9400 Series 7 Slot Chassis Fan Tray"
PID: C9407-FAN , VID: V01 , SN: FXS212206DG

出力に表示されるファントレイのシリアル番号が、show idprom fan-trayコマンドの出
力に表示されるシリアル番号と一致しません。show idprom fan-trayコマンドは以前の
PCBのシリアル番号を表示します。

（注）
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表 5 : show inventoryのフィールドの説明

説明フィール

ド

シスコエンティティに割り当てられた物理名（テキストストリング）。たとえ

ば、コンソールまたは「1」などの簡易コンポーネント番号（ポートまたはモ
ジュールの番号）など、デバイスの物理コンポーネント命名構文に応じて異なり

ます。

NAME

オブジェクトを特徴付けるシスコエンティティの物理的な説明。物理的な説明に

は、ハードウェアのシリアル番号やハードウェアのリビジョンが含まれます。

DESCR

エンティティ製品 ID。RFC 2737の entPhysicalModelName MIB変数に相当しま
す。

PID

エンティティのバージョン番号。RFC 2737の entPhysicalHardwareRevMIB変数に
相当します。

VID

エンティティのシリアル番号。RFC 2737の entPhysicalSerialNum MIB変数に相当
します。

SN

診断のために、 show inventoryコマンドで rawキーワードを使用すると、PID、UDI、
その他の物理 IDがないエンティティを含む、すべての RFC 2737エンティティが表示
されます。

rawキーワードオプションの主な目的は、show inventoryコマンド自体の問題をトラ
ブルシューティングすることです。

（注）

ネットワーキングデバイスに取り付けられている特定のタイプのシスコエンティティ

のUDI情報を表示するには、entity引数値を指定して show inventoryコマンドを入力し
ます。この例では、sfslotという引数文字列に一致するシスコエンティティのリストが
表示されます。引用符で囲まれた entity引数値を使用すると、より限定的な UDI情報
を要求できます。

9407R#show inv "Slot 2 Linecard"
NAME: "Slot 2 Linecard", DESCR: "Cisco Catalyst 9400 Series 48-Port UPOE 10/100/1000
(RJ-45)"
PID: C9400-LC-48U , VID: V01 , SN: JAE213102KS
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show memory platform
プラットフォームのメモリ統計情報を表示するには、特権EXECモードで showmemoryplatform
コマンドを使用します。

show memory platform [{compressed-swap | information | page-merging}]

構文の説明 （任意）プラットフォームメモリの圧縮スワップ情報を表示します。compressed-swap

（任意）プラットフォームに関する一般的な情報を表示します。information

（任意）プラットフォームメモリのページマージング情報を表示します。page-merging

コマンドモード 特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Everest
16.6.1

使用上のガイドライン 空きメモリは正確に計算されて、コマンド出力の Free Memoryフィールドに表示されます。

例 次に、show memory platform コマンドの出力例を示します。

Switch# show memory platform

Virtual memory : 12874653696
Pages resident : 627041
Major page faults: 2220
Minor page faults: 2348631

Architecture : mips64
Memory (kB)
Physical : 3976852
Total : 3976852
Used : 2761276
Free : 1215576
Active : 2128196
Inactive : 1581856
Inact-dirty : 0
Inact-clean : 0
Dirty : 0
AnonPages : 1294984
Bounce : 0
Cached : 1978168
Commit Limit : 1988424
Committed As : 3343324
High Total : 0
High Free : 0
Low Total : 3976852
Low Free : 1215576
Mapped : 516316
NFS Unstable : 0
Page Tables : 17124
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Slab : 0
VMmalloc Chunk : 1069542588
VMmalloc Total : 1069547512
VMmalloc Used : 2588
Writeback : 0
HugePages Total: 0
HugePages Free : 0
HugePages Rsvd : 0
HugePage Size : 2048

Swap (kB)
Total : 0
Used : 0
Free : 0
Cached : 0

Buffers (kB) : 437136

Load Average
1-Min : 1.04
5-Min : 1.16
15-Min : 0.94

次に、show memory platform informationコマンドの出力例を示します。

Device# show memory platform information

Virtual memory : 12870438912
Pages resident : 626833
Major page faults: 2222
Minor page faults: 2362455

Architecture : mips64
Memory (kB)
Physical : 3976852
Total : 3976852
Used : 2761224
Free : 1215628
Active : 2128060
Inactive : 1584444
Inact-dirty : 0
Inact-clean : 0
Dirty : 284
AnonPages : 1294656
Bounce : 0
Cached : 1979644
Commit Limit : 1988424
Committed As : 3342184
High Total : 0
High Free : 0
Low Total : 3976852
Low Free : 1215628
Mapped : 516212
NFS Unstable : 0
Page Tables : 17096
Slab : 0
VMmalloc Chunk : 1069542588
VMmalloc Total : 1069547512
VMmalloc Used : 2588
Writeback : 0
HugePages Total: 0
HugePages Free : 0
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HugePages Rsvd : 0
HugePage Size : 2048

Swap (kB)
Total : 0
Used : 0
Free : 0
Cached : 0

Buffers (kB) : 438228

Load Average
1-Min : 1.54
5-Min : 1.27
15-Min : 0.99

インターフェイスおよびハードウェアコマンド

75

インターフェイスおよびハードウェアコマンド

show memory platform



show module
スイッチ番号、モデル番号、シリアル番号、ハードウェアリビジョン番号、ソフトウェアバー

ジョン、MACアドレスなどのモジュール情報を表示するには、ユーザ EXECモードまたは特
権 EXECモードで、このコマンドを使用します。

show module [{switch-num }]

構文の説明 （任意）スイッチの番号。switch-num

コマンドデフォルト なし

コマンドモード ユーザ EXEC (>)

特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

Cisco IOS XE Everest 16.6.1

使用上のガイドライン switch-num引数を指定せずに show moduleコマンドを入力した場合、showmodule allコマンド
を入力した場合と同じ結果になります。

例 次に、CiscoCatalyst 3850シリーズスイッチ上のすべてのモジュールの情報を表示する
例を示します。
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show mgmt-infra trace messages ilpower
トレースバッファ内のインラインパワーのメッセージを表示するには、特権 EXECモードで
show mgmt-infra trace messages ilpowerコマンドを使用します。

show mgmt-infra trace messages ilpower [switch stack-member-number]

構文の説明 （任意）トレースバッファ内のインラインパワーのメッセージ

を表示するスタックメンバ番号を指定します。

switch stack-member-number

コマンドデフォルト なし

コマンドモード 特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

Cisco IOS XE Everest 16.6.1

次に、show mgmt-infra trace messages ilpowerコマンドの出力例を示します。

デバイス# show mgmt-infra trace messages ilpower
[10/23/12 14:05:10.984 UTC 1 3] Initialized inline power system configuration fo
r slot 1.
[10/23/12 14:05:10.984 UTC 2 3] Initialized inline power system configuration fo
r slot 2.
[10/23/12 14:05:10.984 UTC 3 3] Initialized inline power system configuration fo
r slot 3.
[10/23/12 14:05:10.984 UTC 4 3] Initialized inline power system configuration fo
r slot 4.
[10/23/12 14:05:10.984 UTC 5 3] Initialized inline power system configuration fo
r slot 5.
[10/23/12 14:05:10.984 UTC 6 3] Initialized inline power system configuration fo
r slot 6.
[10/23/12 14:05:10.984 UTC 7 3] Initialized inline power system configuration fo
r slot 7.
[10/23/12 14:05:10.984 UTC 8 3] Initialized inline power system configuration fo
r slot 8.
[10/23/12 14:05:10.984 UTC 9 3] Initialized inline power system configuration fo
r slot 9.
[10/23/12 14:05:10.984 UTC a 3] Inline power subsystem initialized.
[10/23/12 14:05:18.908 UTC b 264] Create new power pool for slot 1
[10/23/12 14:05:18.909 UTC c 264] Set total inline power to 450 for slot 1
[10/23/12 14:05:20.273 UTC d 3] PoE is not supported on .
[10/23/12 14:05:20.288 UTC e 3] PoE is not supported on .
[10/23/12 14:05:20.299 UTC f 3] PoE is not supported on .
[10/23/12 14:05:20.311 UTC 10 3] PoE is not supported on .
[10/23/12 14:05:20.373 UTC 11 98] Inline power process post for switch 1
[10/23/12 14:05:20.373 UTC 12 98] PoE post passed on switch 1
[10/23/12 14:05:20.379 UTC 13 3] Slot #1: PoE initialization for board id 16387
[10/23/12 14:05:20.379 UTC 14 3] Set total inline power to 450 for slot 1
[10/23/12 14:05:20.379 UTC 15 3] Gi1/0/1 port config Initialized
[10/23/12 14:05:20.379 UTC 16 3] Interface Gi1/0/1 initialization done.
[10/23/12 14:05:20.380 UTC 17 3] Gi1/0/24 port config Initialized
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[10/23/12 14:05:20.380 UTC 18 3] Interface Gi1/0/24 initialization done.
[10/23/12 14:05:20.380 UTC 19 3] Slot #1: initialization done.
[10/23/12 14:05:50.440 UTC 1a 3] Slot #1: PoE initialization for board id 16387
[10/23/12 14:05:50.440 UTC 1b 3] Duplicate init event
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show mgmt-infra trace messages ilpower-ha
トレースバッファ内のインラインパワーのハイアベイラビリティのメッセージを表示するに

は、特権 EXECモードで show mgmt-infra trace messages ilpower-haコマンドを使用します。

show mgmt-infra trace messages ilpower-ha [switch stack-member-number]

構文の説明 （任意）トレースバッファ内のインラインパワーのメッセー

ジを表示するスタックメンバ番号を指定します。

switch stack-member-number

コマンドデフォルト なし

コマンドモード 特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOSXE Everest 16.6.1

次に、show mgmt-infra trace messages ilpower-haコマンドの出力例を示します。

デバイス# show mgmt-infra trace messages ilpower-ha
[10/23/12 14:04:48.087 UTC 1 3] NG3K_ILPOWER_HA: Created NGWC ILP CF client succ
essfully.
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show mgmt-infra trace messages platform-mgr-poe
トレースバッファ内のプラットフォームマネージャのPoweroverEthernet（PoE）メッセージを
表示するには、show mgmt-infra trace messages platform-mgr-poe特権 EXECコマンドを使用し
ます。

show mgmt-infra trace messages platform-mgr-poe [switch stack-member-number]

構文の説明 （任意）トレースバッファ内のメッセージを表示するスタック

メンバ番号を指定します。

switch stack-member-number

コマンドデフォルト なし

コマンドモード 特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

Cisco IOS XE Everest 16.6.1

次の例では、show mgmt-infra trace messages platform-mgr-poeコマンドの出力の一部
を示します。

デバイス# show mgmt-infra trace messages platform-mgr-poe
[10/23/12 14:04:06.431 UTC 1 5495] PoE Info: get power controller param sent:
[10/23/12 14:04:06.431 UTC 2 5495] PoE Info: POE_SHUT sent for port 1 (0:0)
[10/23/12 14:04:06.431 UTC 3 5495] PoE Info: POE_SHUT sent for port 2 (0:1)
[10/23/12 14:04:06.431 UTC 4 5495] PoE Info: POE_SHUT sent for port 3 (0:2)
[10/23/12 14:04:06.431 UTC 5 5495] PoE Info: POE_SHUT sent for port 4 (0:3)
[10/23/12 14:04:06.431 UTC 6 5495] PoE Info: POE_SHUT sent for port 5 (0:4)
[10/23/12 14:04:06.431 UTC 7 5495] PoE Info: POE_SHUT sent for port 6 (0:5)
[10/23/12 14:04:06.431 UTC 8 5495] PoE Info: POE_SHUT sent for port 7 (0:6)
[10/23/12 14:04:06.431 UTC 9 5495] PoE Info: POE_SHUT sent for port 8 (0:7)
[10/23/12 14:04:06.431 UTC a 5495] PoE Info: POE_SHUT sent for port 9 (0:8)
[10/23/12 14:04:06.431 UTC b 5495] PoE Info: POE_SHUT sent for port 10 (0:9)
[10/23/12 14:04:06.431 UTC c 5495] PoE Info: POE_SHUT sent for port 11 (0:10)
[10/23/12 14:04:06.431 UTC d 5495] PoE Info: POE_SHUT sent for port 12 (0:11)
[10/23/12 14:04:06.431 UTC e 5495] PoE Info: POE_SHUT sent for port 13 (e:0)
[10/23/12 14:04:06.431 UTC f 5495] PoE Info: POE_SHUT sent for port 14 (e:1)
[10/23/12 14:04:06.431 UTC 10 5495] PoE Info: POE_SHUT sent for port 15 (e:2)
[10/23/12 14:04:06.431 UTC 11 5495] PoE Info: POE_SHUT sent for port 16 (e:3)
[10/23/12 14:04:06.431 UTC 12 5495] PoE Info: POE_SHUT sent for port 17 (e:4)
[10/23/12 14:04:06.431 UTC 13 5495] PoE Info: POE_SHUT sent for port 18 (e:5)
[10/23/12 14:04:06.431 UTC 14 5495] PoE Info: POE_SHUT sent for port 19 (e:6)
[10/23/12 14:04:06.431 UTC 15 5495] PoE Info: POE_SHUT sent for port 20 (e:7)
[10/23/12 14:04:06.431 UTC 16 5495] PoE Info: POE_SHUT sent for port 21 (e:8)
[10/23/12 14:04:06.431 UTC 17 5495] PoE Info: POE_SHUT sent for port 22 (e:9)
[10/23/12 14:04:06.431 UTC 18 5495] PoE Info: POE_SHUT sent for port 23 (e:10)
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show network-policy profile
ネットワークポリシープロファイルを表示するには、特権EXECモードで show network policy
profileコマンドを使用します。

show network-policy profile [profile-number] [detail]

構文の説明 （任意）ネットワークポリシープロファイル番号を表示します。プロファイル

が入力されていない場合、すべてのネットワークポリシープロファイルが表

示されます。

profile-number

（任意）詳細なステータスと統計情報を表示します。detail

コマンドデフォルト なし

コマンドモード 特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

Cisco IOS XE Everest 16.6.1

次に、show network-policy profileコマンドの出力例を示します。

デバイス# show network-policy profile
Network Policy Profile 10

voice vlan 17 cos 4
Interface:
none

Network Policy Profile 30
voice vlan 30 cos 5
Interface:
none

Network Policy Profile 36
voice vlan 4 cos 3
Interface:
Interface_id
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show platform hardware fed active forward
デバイス固有のハードウェア情報を表示するには、show platform hardware fed active コマン
ドを使用します。

このトピックでは、転送特有のオプション、つまり show platform hardware fed {active |
standby } forwardコマンドで使用可能なオプションのみについて詳しく説明します。

show platform hardware fed active forward の出力には、パケットに対して下された転送決定に
関するすべての詳細が表示されます。

show platform hardware fed {active | standby} forward

構文の説明 情報を表示するスイッチ。次のオプションがあります。

• active：アクティブなスイッチに関する情報を表示します。

• standby：存在する場合、スタンバイスイッチに関する情報を
表示します。

{ | active | standby
}

パケット転送の情報を表示します。forward

コマンドモード 特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

Cisco IOS XE Everest 16.6.1

使用上のガイドライン テクニカルサポート担当者がこのコマンドの使用を推奨した場合以外には使用しないでくださ

い。このコマンドは、テクニカルサポート担当者とともに問題解決を行う場合にだけ使用して

ください。

コマンド出力に表示されるフィールドついて、以下で説明します。

• Station Index（ステーションインデックス）：Station Indexは、レイヤ 2ルックアップの結
果で、以下を表示するステーション記述子にポイントします。

• Destination Index（接続先インデックス）：パケットを送信する出力ポートを決定しま
す。グローバルポート番号（GPN）は、接続先インデックスとして使用できます。15
から 12ビットの接続先インデックスのセットは、使用されるGPNを示します。たと
えば、接続先インデックス 0xF04Eは GPN - 78（0x4e）に対応します。

• Rewrite Index（書き換えインデックス）：パケットで何が実行される必要があるかを
決定します。レイヤ 2スイッチングの場合、通常はブリッジングアクションです。
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• Flexible Lookup Pipeline Stages（FPS）（フレキシブルルックアップパイプラインス
テージ）：パケットのルーティングまたはブリッジングのために下された転送判断を

示します。

• Replication Bit Map（複製ビットマップ）：パケットを CPUまたはスタックに送信す
る必要があるかどうかを決定します。

•ローカルデータコピー = 1

•リモートデータコピー = 0

•ローカル CPUコピー = 0

•リモート CPUコピー = 0
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show platform hardware iomd lc-portmap brief
プラットフォームのラインカードポートマップ情報を表示するには、特権EXECモードで show
platform hardware iomd lc-portmap briefコマンドを使用します。

show platform hardware iomd slot/card lc-portmap brief

構文の説明 スロット番号範囲は0～10です。slot

カード番号。範囲は 0～ 0です。card

コマンドモード 特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Everest
16.6.1

例 次に、show platform hardware iomd lc-portmap briefコマンドの出力例を示します。

Device# show platform hardware iomd 1/0 lc-portmap brief

id 1 asic 0 port 0 intl_port_sup0 8 intl_port_sup1 0 max_speed DEV_PORT_SPEED_10G
id 2 asic 0 port 1 intl_port_sup0 8 intl_port_sup1 0 max_speed DEV_PORT_SPEED_10G
id 3 asic 0 port 2 intl_port_sup0 8 intl_port_sup1 0 max_speed DEV_PORT_SPEED_10G
id 4 asic 0 port 3 intl_port_sup0 10 intl_port_sup1 2 max_speed DEV_PORT_SPEED_10G
id 5 asic 0 port 4 intl_port_sup0 10 intl_port_sup1 2 max_speed DEV_PORT_SPEED_10G
id 6 asic 0 port 5 intl_port_sup0 10 intl_port_sup1 2 max_speed DEV_PORT_SPEED_10G
id 7 asic 1 port 6 intl_port_sup0 9 intl_port_sup1 1 max_speed DEV_PORT_SPEED_10G
id 8 asic 1 port 7 intl_port_sup0 9 intl_port_sup1 1 max_speed DEV_PORT_SPEED_10G
id 9 asic 1 port 8 intl_port_sup0 9 intl_port_sup1 1 max_speed DEV_PORT_SPEED_10G
id 10 asic 1 port 9 intl_port_sup0 10 intl_port_sup1 2 max_speed DEV_PORT_SPEED_10G
id 11 asic 1 port 10 intl_port_sup0 10 intl_port_sup1 2 max_speed DEV_PORT_SPEED_10G
id 12 asic 1 port 11 intl_port_sup0 10 intl_port_sup1 2 max_speed DEV_PORT_SPEED_10G
id 13 asic 2 port 12 intl_port_sup0 8 intl_port_sup1 0 max_speed DEV_PORT_SPEED_10G
id 14 asic 2 port 13 intl_port_sup0 8 intl_port_sup1 0 max_speed DEV_PORT_SPEED_10G
id 15 asic 2 port 14 intl_port_sup0 8 intl_port_sup1 0 max_speed DEV_PORT_SPEED_10G
id 16 asic 2 port 15 intl_port_sup0 10 intl_port_sup1 2 max_speed DEV_PORT_SPEED_10G
id 17 asic 2 port 16 intl_port_sup0 10 intl_port_sup1 2 max_speed DEV_PORT_SPEED_10G
id 18 asic 2 port 17 intl_port_sup0 10 intl_port_sup1 2 max_speed DEV_PORT_SPEED_10G
id 19 asic 3 port 18 intl_port_sup0 8 intl_port_sup1 0 max_speed DEV_PORT_SPEED_10G
id 20 asic 3 port 19 intl_port_sup0 8 intl_port_sup1 0 max_speed DEV_PORT_SPEED_10G
id 21 asic 3 port 20 intl_port_sup0 8 intl_port_sup1 0 max_speed DEV_PORT_SPEED_10G
id 22 asic 3 port 21 intl_port_sup0 10 intl_port_sup1 2 max_speed DEV_PORT_SPEED_10G
id 23 asic 3 port 22 intl_port_sup0 10 intl_port_sup1 2 max_speed DEV_PORT_SPEED_10G
id 24 asic 3 port 23 intl_port_sup0 10 intl_port_sup1 2 max_speed DEV_PORT_SPEED_10G
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show platform hardware iomd portgroups
プラットフォームのポートグループ情報を表示するには、特権 EXECモードで show platform
hardware iomd portgroupsコマンドを使用します。

show platform hardware iomd slot/card portgroups

構文の説明 スロット番号範囲は0～10です。slot

カード番号。範囲は 0～ 0です。card

コマンドモード 特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOS XE Everest
16.6.1

例 次に、show platform hardware iomd portgroupsコマンドの出力例を示します。

Device# show platform hardware iomd 1/0 portgroups

Port Interface Status Interface Group Max
Group Bandwith Bandwidth

1 TenGigabitEthernet1/0/1 up 10G
1 TenGigabitEthernet1/0/2 up 10G
1 TenGigabitEthernet1/0/3 down 10G 10G

2 TenGigabitEthernet1/0/4 up 10G
2 TenGigabitEthernet1/0/5 down 10G
2 TenGigabitEthernet1/0/6 down 10G 10G

3 TenGigabitEthernet1/0/7 up 10G
3 TenGigabitEthernet1/0/8 down 10G
3 TenGigabitEthernet1/0/9 down 10G 10G

4 TenGigabitEthernet1/0/10 up 10G
4 TenGigabitEthernet1/0/11 down 10G
4 TenGigabitEthernet1/0/12 down 10G 10G

5 TenGigabitEthernet1/0/13 up 10G
5 TenGigabitEthernet1/0/14 down 10G
5 TenGigabitEthernet1/0/15 down 10G 10G

6 TenGigabitEthernet1/0/16 down 10G
6 TenGigabitEthernet1/0/17 up 10G
6 TenGigabitEthernet1/0/18 down 10G 10G

7 TenGigabitEthernet1/0/19 down 10G
7 TenGigabitEthernet1/0/20 down 10G
7 TenGigabitEthernet1/0/21 down 10G 10G

8 TenGigabitEthernet1/0/22 down 10G
8 TenGigabitEthernet1/0/23 down 10G
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8 TenGigabitEthernet1/0/24 down 10G 10G
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show platform resources
プラットフォームのリソース情報を表示するには、特権EXECモードで show platform reources
コマンドを使用します。

show platform resources

このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドモード 特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOSXE Everest 16.6.1

使用上のガイドライン このコマンドの出力には、総メモリから正確な空きメモリを引いた値である使用メモリが表示

されます。

例

次に、show platform resources コマンドの出力例を示します。

Switch# show platform resources

**State Acronym: H - Healthy, W - Warning, C - Critical

Resource Usage Max Warning Critical
State

----------------------------------------------------------------------------------------------------

Control Processor 7.20% 100% 90% 95%
H

DRAM 2701MB(69%) 3883MB 90% 95%
H
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show platform software ilpower
デバイス上のすべてのPoEポートのインラインパワーの詳細を表示するには、特権EXECモー
ドで show platform software ilpower コマンドを使用します。

show platform software ilpower {details | port {GigabitEthernet interface-number } |
system slot-number }

構文の説明 すべてのインターフェイスのインラインパワーの詳細を表示

します。

details

インラインパワーポートの設定を表示します。port

GigabitEthernetインターフェイス番号。値の範囲は 0～ 9で
す。

GigabitEthernet
interface-number

インラインパワーシステムの設定を表示します。system slot-number

コマンドモード 特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが追加されまし

た。

Cisco IOS XE Everest 16.6.1

例 次に、show platform software ilpower detailsコマンドの出力例を示します。

Device# show platform software ilpower details
ILP Port Configuration for interface Gi1/0/1

Initialization Done: Yes
ILP Supported: Yes
ILP Enabled: Yes
POST: Yes
Detect On: No
Powered Device Detected No
Powered Device Class Done No
Cisco Powered Device: No
Power is On: No
Power Denied: No
Powered Device Type: Null
Powerd Device Class: Null
Power State: NULL
Current State: NGWC_ILP_DETECTING_S
Previous State: NGWC_ILP_SHUT_OFF_S
Requested Power in milli watts: 0
Short Circuit Detected: 0
Short Circuit Count: 0
Cisco Powerd Device Detect Count: 0
Spare Pair mode: 0

IEEE Detect: Stopped
IEEE Short: Stopped
Link Down: Stopped
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Voltage sense: Stopped
Spare Pair Architecture: 1
Signal Pair Power allocation in milli watts: 0
Spare Pair Power On: 0
Powered Device power state: 0
Timer:

Power Good: Stopped
Power Denied: Stopped
Cisco Powered Device Detect: Stopped
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show platform software process list
プラットフォームで実行中のプロセスのリストを表示するには、特権 EXECモードで show
platform software process list コマンドを使用します。

show platform software process list switch {switch-number | active | standby} {0 | F0 | R0}
[{name process-name | process-id process-ID | sort memory | summary}]

構文の説明 スイッチに関する情報を表示します。 switch-number引数の有効な値は
0～ 9です。

switch switch-number

スイッチのアクティブインスタンスに関する情報を表示します。active

スイッチのスタンバイインスタンスに関する情報を表示します。standby

共有ポートアダプタ（SPA）インターフェイスプロセッサスロット 0
に関する情報を表示します。

0

Embedded Service Processor（ESP）スロット 0に関する情報を表示しま
す。

F0

ルートプロセッサ（RP）スロット 0に関する情報を表示します。R0

（任意）指定されたプロセスに関する情報を表示します。name process-name

（任意）指定されたプロセス IDに関する情報を表示します。process-id process-ID

（任意）プロセスに従いソートされた情報を表示します。sort

（任意）メモリに従いソートされた情報を表示します。memory

（任意）ホストデバイスのプロセスメモリのサマリーを表示します。summary

コマンドモード 特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが追加されました。Cisco IOSXE Everest 16.6.1

使用上のガイドライン Cisco IOS XE Denali 16.3.1より前は、コマンド出力に表示される「空きメモリ」は基盤となる
Linuxカーネルから得ていました。使用可能な一部のメモリチャンクは空きメモリと見なされ
ていなかったため、この値は正確ではありませんでした。

Cisco IOSXEDenali 16.3.1では、空きメモリは正確に計算されて、コマンド出力のFreeMemory
フィールドに表示されます。
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例 次に、show platform software process list switch active R0コマンドの出力例を示しま
す。

Switch# show platform software process list switch active R0 summary

Total number of processes: 278
Running : 2
Sleeping : 276
Disk sleeping : 0
Zombies : 0
Stopped : 0
Paging : 0

Up time : 8318
Idle time : 0
User time : 216809
Kernel time : 78931

Virtual memory : 12933324800
Pages resident : 634061
Major page faults: 2228
Minor page faults: 3491744

Architecture : mips64
Memory (kB)
Physical : 3976852
Total : 3976852
Used : 2766952
Free : 1209900
Active : 2141344
Inactive : 1589672
Inact-dirty : 0
Inact-clean : 0
Dirty : 4
AnonPages : 1306800
Bounce : 0
Cached : 1984688
Commit Limit : 1988424
Committed As : 3358528
High Total : 0
High Free : 0
Low Total : 3976852
Low Free : 1209900
Mapped : 520528
NFS Unstable : 0
Page Tables : 17328
Slab : 0
VMmalloc Chunk : 1069542588
VMmalloc Total : 1069547512
VMmalloc Used : 2588
Writeback : 0
HugePages Total: 0
HugePages Free : 0
HugePages Rsvd : 0
HugePage Size : 2048

Swap (kB)
Total : 0
Used : 0
Free : 0
Cached : 0

Buffers (kB) : 439528
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Load Average
1-Min : 1.13
5-Min : 1.18
15-Min : 0.92
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show platform software process slot switch
プラットフォームソフトウェアプロセスのスイッチ情報を表示するには、特権 EXECモード
で show platform software process slot switch コマンドを使用します。

show platform software process slot switch {switch-number | active | standby} {0 | F0 | R0}
monitor [{cycles no-of-times [{interval delay[{lines number}]}]}]

構文の説明 スイッチ番号。switch-number

アクティブインスタンスを指定します。active

スタンバイインスタンスを指定します。standby

共有ポートアダプタ（SPA）インターフェ
イスプロセッサスロット0を指定します。

0

Embedded Service Processor（ESP）スロット
0を指定します。

F0

ルートプロセッサ（RP）スロット0を指定
します。

R0

実行中のプロセスをモニタします。monitor

（任意）monitorコマンドを実行する回数を
設定します。有効な値は、1～ 4294967295
です。デフォルトは 5です。

cycles no-of-tmes

（任意）それぞれの遅延を設定します。有

効値は 0～ 300です。デフォルトは 3で
す。

interval delay

（任意）表示される出力の行数を設定しま

す。有効値は 0～ 512です。デフォルトは
0です。

lines number

コマンドモード 特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOSXEDenali 16.1.1

使用上のガイドライン show platform software process slot switch コマンドと show processes cpu platform monitor
locationコマンドの出力に、Linux topコマンドの出力が表示されます。これらのコマンドの出
力には、topコマンドで表示される「空きメモリ」と「使用メモリ」が表示されます。これら

インターフェイスおよびハードウェアコマンド

93

インターフェイスおよびハードウェアコマンド

show platform software process slot switch



のコマンドによって「空きメモリ」と「使用メモリ」に表示される値は、その他のプラット

フォームメモリ関連 CLIの出力で表示される値とは一致しません。

例 次に、show platform software process slot switch active R0 monitorコマンドの出力例
を示します。

Switch# show platform software process slot switch active R0 monitor

top - 00:01:52 up 1 day, 11:20, 0 users, load average: 0.50, 0.68, 0.83
Tasks: 311 total, 2 running, 309 sleeping, 0 stopped, 0 zombie
Cpu(s): 7.4%us, 3.3%sy, 0.0%ni, 89.2%id, 0.0%wa, 0.0%hi, 0.1%si, 0.0%st
Mem: 3976844k total, 3955036k used, 21808k free, 419312k buffers
Swap: 0k total, 0k used, 0k free, 1946764k cached

PID USER PR NI VIRT RES SHR S %CPU %MEM TIME+ COMMAND
5693 root 20 0 3448 1368 912 R 7 0.0 0:00.07 top
17546 root 20 0 2044m 244m 79m S 7 6.3 186:49.08 fed main event
18662 root 20 0 1806m 678m 263m S 5 17.5 215:32.38 linux_iosd-imag
30276 root 20 0 171m 42m 33m S 5 1.1 125:06.77 repm
17835 root 20 0 935m 74m 63m S 4 1.9 82:28.31 sif_mgr
18534 root 20 0 182m 150m 10m S 2 3.9 8:12.08 smand

1 root 20 0 8440 4740 2184 S 0 0.1 0:09.52 systemd
2 root 20 0 0 0 0 S 0 0.0 0:00.00 kthreadd
3 root 20 0 0 0 0 S 0 0.0 0:02.86 ksoftirqd/0
5 root 0 -20 0 0 0 S 0 0.0 0:00.00 kworker/0:0H
7 root RT 0 0 0 0 S 0 0.0 0:01.44 migration/0
8 root 20 0 0 0 0 S 0 0.0 0:00.00 rcu_bh
9 root 20 0 0 0 0 S 0 0.0 0:23.08 rcu_sched
10 root 20 0 0 0 0 S 0 0.0 0:58.04 rcuc/0
11 root 20 0 0 0 0 S 0 0.0 21:35.60 rcuc/1
12 root RT 0 0 0 0 S 0 0.0 0:01.33 migration/1

関連コマンド 説明コマンド

IOSXEプロセスのCPU使用率に関する情報を表
示します。

show processes cpu platform monitor location
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show platform software status control-processor
プラットフォームソフトウェアの制御プロセッサのステータスを表示するには、特権 EXEC
モードで show platform software status control-processor コマンドを使用します。

show platform software status control-processor [{brief}]

構文の説明 （任意）プラットフォームの制御プロセッサのステータスのサマリーを表示します。brief

コマンドモード 特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOSXEDenali 16.1.1

使用上のガイドライン Cisco IOS XE Denali 16.3.1より前は、コマンド出力に表示される「空きメモリ」は基盤となる
Linuxカーネルから得ていました。使用可能な一部のメモリチャンクは空きメモリと見なされ
ていなかったため、この値は正確ではありませんでした。

Cisco IOSXEDenali 16.3.1では、空きメモリは正確に計算されて、コマンド出力のFreeMemory
フィールドに表示されます。

例 次に、show platform memory software status control-processorコマンドの出力例を示
します。

Switch# show platform software status control-processor

2-RP0: online, statistics updated 7 seconds ago
Load Average: healthy
1-Min: 1.00, status: healthy, under 5.00
5-Min: 1.21, status: healthy, under 5.00
15-Min: 0.90, status: healthy, under 5.00

Memory (kb): healthy
Total: 3976852
Used: 2766284 (70%), status: healthy
Free: 1210568 (30%)
Committed: 3358008 (84%), under 95%

Per-core Statistics
CPU0: CPU Utilization (percentage of time spent)
User: 4.40, System: 1.70, Nice: 0.00, Idle: 93.80
IRQ: 0.00, SIRQ: 0.10, IOwait: 0.00

CPU1: CPU Utilization (percentage of time spent)
User: 3.80, System: 1.20, Nice: 0.00, Idle: 94.90
IRQ: 0.00, SIRQ: 0.10, IOwait: 0.00

CPU2: CPU Utilization (percentage of time spent)
User: 7.00, System: 1.10, Nice: 0.00, Idle: 91.89
IRQ: 0.00, SIRQ: 0.00, IOwait: 0.00

CPU3: CPU Utilization (percentage of time spent)
User: 4.49, System: 0.69, Nice: 0.00, Idle: 94.80
IRQ: 0.00, SIRQ: 0.00, IOwait: 0.00

3-RP0: unknown, statistics updated 2 seconds ago
Load Average: healthy
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1-Min: 0.24, status: healthy, under 5.00
5-Min: 0.27, status: healthy, under 5.00
15-Min: 0.32, status: healthy, under 5.00

Memory (kb): healthy
Total: 3976852
Used: 2706768 (68%), status: healthy
Free: 1270084 (32%)
Committed: 3299332 (83%), under 95%

Per-core Statistics
CPU0: CPU Utilization (percentage of time spent)
User: 4.50, System: 1.20, Nice: 0.00, Idle: 94.20
IRQ: 0.00, SIRQ: 0.10, IOwait: 0.00

CPU1: CPU Utilization (percentage of time spent)
User: 5.20, System: 0.50, Nice: 0.00, Idle: 94.29
IRQ: 0.00, SIRQ: 0.00, IOwait: 0.00

CPU2: CPU Utilization (percentage of time spent)
User: 3.60, System: 0.70, Nice: 0.00, Idle: 95.69
IRQ: 0.00, SIRQ: 0.00, IOwait: 0.00

CPU3: CPU Utilization (percentage of time spent)
User: 3.00, System: 0.60, Nice: 0.00, Idle: 96.39
IRQ: 0.00, SIRQ: 0.00, IOwait: 0.00

4-RP0: unknown, statistics updated 2 seconds ago
Load Average: healthy
1-Min: 0.21, status: healthy, under 5.00
5-Min: 0.24, status: healthy, under 5.00
15-Min: 0.24, status: healthy, under 5.00

Memory (kb): healthy
Total: 3976852
Used: 1452404 (37%), status: healthy
Free: 2524448 (63%)
Committed: 1675120 (42%), under 95%

Per-core Statistics
CPU0: CPU Utilization (percentage of time spent)
User: 2.30, System: 0.40, Nice: 0.00, Idle: 97.30
IRQ: 0.00, SIRQ: 0.00, IOwait: 0.00

CPU1: CPU Utilization (percentage of time spent)
User: 4.19, System: 0.69, Nice: 0.00, Idle: 95.10
IRQ: 0.00, SIRQ: 0.00, IOwait: 0.00

CPU2: CPU Utilization (percentage of time spent)
User: 4.79, System: 0.79, Nice: 0.00, Idle: 94.40
IRQ: 0.00, SIRQ: 0.00, IOwait: 0.00

CPU3: CPU Utilization (percentage of time spent)
User: 2.10, System: 0.40, Nice: 0.00, Idle: 97.50
IRQ: 0.00, SIRQ: 0.00, IOwait: 0.00

9-RP0: unknown, statistics updated 4 seconds ago
Load Average: healthy
1-Min: 0.20, status: healthy, under 5.00
5-Min: 0.35, status: healthy, under 5.00
15-Min: 0.35, status: healthy, under 5.00

Memory (kb): healthy
Total: 3976852
Used: 1451328 (36%), status: healthy
Free: 2525524 (64%)
Committed: 1675932 (42%), under 95%

Per-core Statistics
CPU0: CPU Utilization (percentage of time spent)
User: 1.90, System: 0.50, Nice: 0.00, Idle: 97.60
IRQ: 0.00, SIRQ: 0.00, IOwait: 0.00

CPU1: CPU Utilization (percentage of time spent)
User: 4.39, System: 0.19, Nice: 0.00, Idle: 95.40
IRQ: 0.00, SIRQ: 0.00, IOwait: 0.00

CPU2: CPU Utilization (percentage of time spent)
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User: 5.70, System: 1.00, Nice: 0.00, Idle: 93.30
IRQ: 0.00, SIRQ: 0.00, IOwait: 0.00

CPU3: CPU Utilization (percentage of time spent)
User: 1.30, System: 0.60, Nice: 0.00, Idle: 98.00
IRQ: 0.00, SIRQ: 0.10, IOwait: 0.00

次に、show platform memory software status control-processor briefコマンドの出力例
を示します。

Switch# show platform software status control-processor brief

Load Average
Slot Status 1-Min 5-Min 15-Min
2-RP0 Healthy 1.10 1.21 0.91
3-RP0 Healthy 0.23 0.27 0.31
4-RP0 Healthy 0.11 0.21 0.22
9-RP0 Healthy 0.10 0.30 0.34

Memory (kB)
Slot Status Total Used (Pct) Free (Pct) Committed (Pct)
2-RP0 Healthy 3976852 2766956 (70%) 1209896 (30%) 3358352 (84%)
3-RP0 Healthy 3976852 2706824 (68%) 1270028 (32%) 3299276 (83%)
4-RP0 Healthy 3976852 1451888 (37%) 2524964 (63%) 1675076 (42%)
9-RP0 Healthy 3976852 1451580 (37%) 2525272 (63%) 1675952 (42%)

CPU Utilization
Slot CPU User System Nice Idle IRQ SIRQ IOwait
2-RP0 0 4.10 2.00 0.00 93.80 0.00 0.10 0.00

1 4.60 1.00 0.00 94.30 0.00 0.10 0.00
2 6.50 1.10 0.00 92.40 0.00 0.00 0.00
3 5.59 1.19 0.00 93.20 0.00 0.00 0.00

3-RP0 0 2.80 1.20 0.00 95.90 0.00 0.10 0.00
1 4.49 1.29 0.00 94.20 0.00 0.00 0.00
2 5.30 1.60 0.00 93.10 0.00 0.00 0.00
3 5.80 1.20 0.00 93.00 0.00 0.00 0.00

4-RP0 0 1.30 0.80 0.00 97.89 0.00 0.00 0.00
1 1.30 0.20 0.00 98.50 0.00 0.00 0.00
2 5.60 0.80 0.00 93.59 0.00 0.00 0.00
3 5.09 0.19 0.00 94.70 0.00 0.00 0.00

9-RP0 0 3.99 0.69 0.00 95.30 0.00 0.00 0.00
1 2.60 0.70 0.00 96.70 0.00 0.00 0.00
2 4.49 0.89 0.00 94.60 0.00 0.00 0.00
3 2.60 0.20 0.00 97.20 0.00 0.00 0.00
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show processes cpu platform monitor
IOSXEプロセスのCPU使用率に関する情報を表示するには、特権EXECモードで showprocesses
cpu platform monitor コマンドを使用します。

show processes cpu platform monitor location switch {switch-number | active | standby} {0 |
F0 | R0}

構文の説明 Field Replaceable Unit（FRU）の場所に関する情報を表示します。location

スイッチを指定します。switch

スイッチ番号。switch-number

アクティブインスタンスを指定します。active

スタンバイインスタンスを指定します。standby

共有ポートアダプタ（SPA）インターフェイスプロセッサスロット 0を指定
します。

0

Embedded Service Processor（ESP）スロット 0を指定します。F0

ルートプロセッサ（RP）スロット 0を指定します。R0

コマンドモード 特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。Cisco IOSXEDenali 16.1.1

使用上のガイドライン show platform software process slot switch コマンドと show processes cpu platform monitor
locationコマンドの出力に、Linux topコマンドの出力が表示されます。これらのコマンドの出
力には、topコマンドで表示される「空きメモリ」と「使用メモリ」が表示されます。これら
のコマンドによって「空きメモリ」と「使用メモリ」に表示される値は、その他のプラット

フォームメモリ関連 CLIの出力で表示される値とは一致しません。

例 次に、show processes cpu monitor location switch active R0コマンドの出力例を示しま
す。

Switch# show processes cpu platform monitor location switch active R0

top - 00:04:21 up 1 day, 11:22, 0 users, load average: 0.42, 0.60, 0.78
Tasks: 312 total, 4 running, 308 sleeping, 0 stopped, 0 zombie
Cpu(s): 7.4%us, 3.3%sy, 0.0%ni, 89.2%id, 0.0%wa, 0.0%hi, 0.1%si, 0.0%st
Mem: 3976844k total, 3956928k used, 19916k free, 419312k buffers
Swap: 0k total, 0k used, 0k free, 1947036k cached

PID USER PR NI VIRT RES SHR S %CPU %MEM TIME+ COMMAND
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6294 root 20 0 3448 1368 912 R 9 0.0 0:00.07 top
17546 root 20 0 2044m 244m 79m S 7 6.3 187:02.07 fed main event
30276 root 20 0 171m 42m 33m S 7 1.1 125:15.54 repm

16 root 20 0 0 0 0 S 5 0.0 22:07.92 rcuc/2
21 root 20 0 0 0 0 R 5 0.0 22:13.24 rcuc/3

18662 root 20 0 1806m 678m 263m R 5 17.5 215:47.59 linux_iosd-imag
11 root 20 0 0 0 0 S 4 0.0 21:37.41 rcuc/1

10333 root 20 0 6420 3916 1492 S 4 0.1 4:47.03 btrace_rotate.s
10 root 20 0 0 0 0 S 2 0.0 0:58.13 rcuc/0

6304 root 20 0 776 12 0 R 2 0.0 0:00.01 ls
17835 root 20 0 935m 74m 63m S 2 1.9 82:34.07 sif_mgr

1 root 20 0 8440 4740 2184 S 0 0.1 0:09.52 systemd
2 root 20 0 0 0 0 S 0 0.0 0:00.00 kthreadd
3 root 20 0 0 0 0 S 0 0.0 0:02.86 ksoftirqd/0
5 root 0 -20 0 0 0 S 0 0.0 0:00.00 kworker/0:0H
7 root RT 0 0 0 0 S 0 0.0 0:01.44 migration/0

関連コマンド 説明コマンド

プラットフォームソフトウェアプロセスのスイッ

チ情報を表示します。

show platform software process slot switch
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show processes memory platform
Cisco IOSXEプロセスごとのメモリ使用率を表示するには、特権EXECモードで show processes
memory platform コマンドを使用します。

show processes memory platform [{detailed {name process-name | process-id process-ID}
[{location | maps [{location}] | smaps [{location}]}] | location | sorted [{location}]}] switch
{switch-number | active | standby} {0 | F0 | R0}

構文の説明 （任意）指定された Cisco IOS XEプロセスの
詳細なメモリ情報を表示します。

detailed process-name

（任意）Cisco IOS XEプロセス名と一致しま
す。

name process-name

（任意）Cisco IOS XEプロセス IDと一致しま
す。

process-id process-ID

（任意）FRUの場所に関する情報を表示しま
す。

location

（任意）プロセスのメモリマップを表示しま

す。

maps

（任意）プロセスの smapを表示します。smaps

（任意）Cisco IOS XEプロセスによって使用
されている合計メモリに基づいてソートされ

た出力を表示します。

sorted

デバイスに関する情報を表示します。switch switch-number

スイッチのアクティブインスタンスに関する

情報を表示します。

active

スイッチのスタンバイインスタンスに関する

情報を表示します。

standby

SPAプロセッサ間スロット 0に関する情報を
表示します。

0

Embedded Service Processor（ESP）スロット 0
に関する情報を表示します。

F0

ルートプロセッサ（RP）スロット 0に関する
情報を表示します。

R0
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コマンドモード 特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが追加されました。Cisco IOSXEDenali 16.1.1

使用上のガイドライン Cisco IOS XE Denali 16.3.1より前は、コマンド出力に表示される「空きメモリ」は基盤となる
Linuxカーネルから得ていました。使用可能な一部のメモリチャンクは空きメモリと見なされ
ていなかったため、この値は正確ではありませんでした。

Cisco IOSXEDenali 16.3.1では、空きメモリは正確に計算されて、コマンド出力のFreeMemory
フィールドに表示されます。

例 次に、show processes memory platform コマンドの出力例を示します。

Switch# show processes memory platform

System memory: 3976852K total, 2761580K used, 1215272K free,
Lowest: 1215272K

Pid Text Data Stack Dynamic RSS Total Name
--------------------------------------------------------------------------------

1 1246 4400 132 1308 4400 8328 systemd
96 233 2796 132 132 2796 12436 systemd-journal
105 284 1796 132 176 1796 5208 systemd-udevd
707 52 2660 132 172 2660 11688 in.telnetd
744 968 3264 132 1700 3264 5800 brelay.sh
835 52 2660 132 172 2660 11688 in.telnetd
863 968 3264 132 1700 3264 5800 brelay.sh
928 968 3996 132 2312 3996 6412 reflector.sh
933 968 3976 132 2312 3976 6412 droputil.sh
934 968 2140 132 528 2140 4628 oom.sh
936 173 936 132 132 936 3068 xinetd
945 968 1472 132 132 1472 4168 libvirtd.sh
947 592 43164 132 3096 43164 154716 repm
954 45 932 132 132 932 3132 rpcbind
986 482 3476 132 132 3476 169288 libvirtd
988 66 940 132 132 940 2724 rpc.statd
993 968 928 132 132 928 4232 boothelper_evt.
1017 21 640 132 132 640 2500 inotifywait
1089 102 1200 132 132 1200 3328 rpc.mountd
1328 9 2940 132 148 2940 13844 rotee
1353 39 532 132 132 532 2336 sleep

!
!
!

次に、show processes memory platform informationコマンドの出力例を示します。

Switch# show processes memory platform location switch active R0

System memory: 3976852K total, 2762844K used, 1214008K free,
Lowest: 1214008K

Pid Text Data Stack Dynamic RSS Total Name
--------------------------------------------------------------------------------

1 1246 4400 132 1308 4400 8328 systemd
96 233 2796 132 132 2796 12436 systemd-journal
105 284 1796 132 176 1796 5208 systemd-udevd
707 52 2660 132 172 2660 11688 in.telnetd
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744 968 3264 132 1700 3264 5800 brelay.sh
835 52 2660 132 172 2660 11688 in.telnetd
863 968 3264 132 1700 3264 5800 brelay.sh
928 968 3996 132 2312 3996 6412 reflector.sh
933 968 3976 132 2312 3976 6412 droputil.sh

!
!
!

次に、show processes memory platform sortedコマンドの出力例を示します。

Switch# show processes memory platform sorted

System memory: 3976852K total, 2762884K used, 1213968K free,
Lowest: 1213968K

Pid Text Data Stack Dynamic RSS Total Name
--------------------------------------------------------------------------------
9655 3787 264964 136 18004 264964 2675968 wcm
17261 324 248588 132 103908 248588 2093076 fed main event
7885 149848 684864 136 80 684864 1853548 linux_iosd-imag
17891 398 75772 136 1888 75772 958240 sif_mgr
17067 1087 77912 136 1796 77912 702184 platform_mgr
4268 391 102084 136 5596 102084 482656 cli_agent
4856 357 93388 132 3680 93388 340052 dbm
29842 8722 64428 132 8056 64428 297068 fman_fp_image
5960 9509 76088 136 3200 76088 287156 fman_rp

!
!
!

次に、 show processes memory platform sorted location switch active R0 コマンドの出
力例を示します。

Switch# show processes memory platform sorted location switch active R0

System memory: 3976852K total, 2763584K used, 1213268K free,
Lowest: 1213268K

Pid Text Data Stack Dynamic RSS Total Name
--------------------------------------------------------------------------------
9655 3787 264968 136 18004 264968 2675968 wcm
17261 324 249020 132 103908 249020 2093076 fed main event
7885 149848 684912 136 80 684912 1853548 linux_iosd-imag
17891 398 75884 136 1888 75884 958240 sif_mgr
17067 1087 77820 136 1796 77820 702184 platform_mgr
4268 391 102084 136 5596 102084 482656 cli_agent
4856 357 93388 132 3680 93388 340052 dbm
29842 8722 64428 132 8056 64428 297068 fman_fp_image
5960 9509 76088 136 3200 76088 287156 fman_rp

!
!
!
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show system mtu
グローバル最大伝送ユニット（MTU）、またはスイッチに設定されている最大パケットサイズ
を表示するには、特権 EXECモードで show system mtuコマンドを使用します。

show system mtu

構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

コマンドデフォルト なし

コマンドモード 特権 EXEC

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

Cisco IOS XE Everest 16.6.1

使用上のガイドライン MTU値およびMTU値に影響を与えるスタック設定の詳細については、system mtuコマンド
を参照してください。

例 次に、show system mtuコマンドの出力例を示します。
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show tech-support
システム情報を表示する showコマンドを自動的に実行するには、特権 EXECモードで show
tech-supportコマンドを使用します。

show tech-support [{cef | cft | eigrp | evc | fnf | ipc | ipmulticast | ipsec | mfib | nat | nbar | onep | ospf
| page | password | rsvp | subscriber | vrrp | wccp}]

構文の説明 （任意）CEF関連情報を表示します。cef

（任意）CFT関連情報を表示します。cft

（任意）EIGRP関連情報を表示します。eigrp

（任意）EVC関連情報を表示します。evc

（任意）Flexible NetFlow関連情報を表示します。fnf

（任意）IPC関連情報を表示します。ipc

（任意）IP関連情報を表示します。ipmulticast

（任意）IPSEC関連情報を表示します。ipsec

（任意）MFIB関連情報を表示します。mfib

（任意）NAT関連情報を表示します。nat

（任意）NBAR関連情報を表示します。nbar

（任意）ONEP関連情報を表示します。onep

（任意）OSPF関連情報を表示します。ospf

（任意）コマンド出力を 1ページずつ表示します。Returnキーを押して、出力の
次の行を表示するか、スペースバーを使用して、次の情報ページを表示します。

使用しない場合、出力がスクロールします（つまり、改ページで停止しません）。

コマンド出力を停止するには、Ctrl+Cキーを押します。

page

（任意）パスワードおよびその他のセキュリティ情報を出力に残します。使用し

ない場合、出力中のパスワードおよびそのほかのセキュリティ関連情報は、ラベ

ル「<removed>」と置き換えられます。

password

（任意）IP RSVP関連情報を表示します。rsvp

（任意）サブスクライバ関連情報を表示します。subscriber

（任意）VRRP関連情報を表示します。vrrp
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（任意）WCCP関連情報を表示します。wccp

コマンドモード 特権 EXEC（#）

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドは、出力修飾子

の次のコマンドの出力を表示

できるよう強化されました。

• show power inline
• show platform software

ilpower details
• show power inline police
• show stack-power

budgeting

Cisco IOS XE Denali 16.3.2

このコマンドが再度導入され

ました。

Cisco IOS XE Denali 16.1.1

使用上のガイドライン show tech-supportコマンドの出力は非常に長くなります。この出力を効率よく処理するには、
ローカルの書き込み可能なストレージ、またはリモートファイルシステムで、この出力をファ

イルにリダイレクトします（たとえば、show tech-support > filename）。ファイルに出力をリ
ダイレクトすると、出力をCisco Technical Assistance Center（TAC）の担当者に送信することも
容易になります。

リダイレクトには、次のいずれかの方法を使用できます。

• > filename：出力をファイルにリダイレクトします。

• >> filename：出力をファイルにアペンドモードでリダイレクトします。
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speed
10/100/1000/2500/5000Mbpsポートの速度を指定するには、インターフェイスコンフィギュレー
ションモードで speedコマンドを使用します。デフォルト値に戻すには、このコマンドの no
形式を使用します。

speed {10 | 100 | 1000 | 2500 | 5000 | auto [{10 | 100 | 1000 | 2500 | 5000}] | nonegotiate}
no speed

構文の説明 ポートが 10 Mbpsで稼働することを指定します。10

ポートが 100 Mbpsで稼働することを指定します。100

ポートが1000Mbpsで稼働することを指定します。このオプションは、10/100/1000
Mb/sポートでだけ有効になって表示されます。

1000

ポートが 2500 Mbpsで稼働することを指定します。このオプションは、マルチギ
ガビット対応のイーサネットポートでのみ有効であり、表示されます。

2500

ポートが 5000 Mbpsで稼働することを指定します。このオプションは、マルチギ
ガビット対応のイーサネットポートでのみ有効であり、表示されます。

5000

稼働時のポートの速度を、リンクのもう一方の終端のポートを基準にして自動的

に検出します。autoキーワードと一緒に 10、 100、 1000、 1000、 2500または
5000キーワードを使用した場合、ポートは指定の速度でのみ自動ネゴシエートし
ます。

auto

自動ネゴシエーションをディセーブルにし、ポートは 1000 Mbpsで稼働します。nonegotiate

コマンドデフォルト デフォルトは autoです。

コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

Cisco IOS XE Everest 16.6.1

このコマンドが変更されまし

た。2500と5000のキーワード
が追加されました。これらの

キーワードは、マルチギガ

ビットイーサネットポート対

応デバイスでのみ表示されま

す。

Cisco IOS XE Denali 16.3.1
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使用上のガイドライン 10ギガビットイーサネットポートでは速度を設定できません。

1000BASE-TSmall Form-Factor Pluggable（SFP）モジュールを除き、SFPモジュールポートが自
動ネゴシエーションをサポートしていないデバイスに接続されている場合は、ネゴシエートし

ないように（nonegotiate）速度を設定できます。

新しいキーワードの 2500および 5000は、マルチギガビット（m-Gig）イーサネット対応デバ
イスでのみ表示されます。

速度が autoに設定されている場合、スイッチはもう一方のリンクの終端にあるデバイスと速
度設定についてネゴシエートし、速度をネゴシエートされた値に強制的に設定します。デュプ

レックス設定はリンクの両端での設定が引き継がれますが、これにより、デュプレックス設定

に矛盾が生じることがあります。

ラインの両端が自動ネゴシエーションをサポートしている場合、デフォルトの自動ネゴシエー

ション設定を使用することを強く推奨します。一方のインターフェイスでは自動ネゴシエー

ションをサポートし、もう一方の終端ではサポートしていない場合、サポートしている側には

auto設定を使用し、サポートしていない終端にはデュプレックスおよび速度を設定します。

インターフェイス速度とデュプレックスモードの設定を変更すると、再設定中にインターフェ

イスがシャットダウンし、再びイネーブルになる場合があります。

注意

スイッチの速度およびデュプレックスのパラメータの設定に関する注意事項は、このリリース

に対応するソフトウェアコンフィギュレーションガイドの「Configuring InterfaceCharacteristics」
の章を参照してください。

設定を確認するには、show interfaces特権 EXECコマンドを使用します。

例 次に、ポートの速度を 100 Mbpsに設定する例を示します。

デバイス(config)# interface gigabitethernet1/0/1
デバイス(config-if)# speed 100

次に、10 Mbpsでだけポートが自動ネゴシエートするように設定する例を示します。

デバイス(config)# interface gigabitethernet1/0/1
デバイス(config-if)# speed auto 10

次に、10 Mbpsまたは 100 Mbpsでだけポートが自動ネゴシエートするように設定する
例を示します。

デバイス(config)# interface gigabitethernet1/0/1
デバイス(config-if)# speed auto 10 100
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switchport block
不明なマルチキャストまたはユニキャストパケットが転送されないようにするには、インター

フェイスコンフィギュレーションモードで switchport blockコマンドを使用します。不明なマ
ルチキャストまたはユニキャストパケットの転送を許可するには、このコマンドの no形式を
使用します。

switchport block {multicast | unicast}
no switchport block {multicast | unicast}

構文の説明 不明のマルチキャストトラフィックがブロックされるように指定します。

純粋なレイヤ 2マルチキャストトラフィックだけがブロックされます。
ヘッダーに IPv4または IPv6の情報を含むマルチキャストパケットはブ
ロックされません。

（注）

multicast

不明のユニキャストトラフィックがブロックされるように指定します。unicast

コマンドデフォルト 不明なマルチキャストおよびユニキャストトラフィックはブロックされていません。

コマンドモード インターフェイスコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

Cisco IOS XE Everest 16.6.1

使用上のガイドライン デフォルトでは、不明なMACアドレスを持つすべてのトラフィックがすべてのポートに送信
されます。保護ポートまたは非保護ポート上の不明なマルチキャストまたはユニキャストトラ

フィックをブロックすることができます。不明なマルチキャストまたはユニキャストトラフィッ

クが保護ポートでブロックされない場合、セキュリティに問題のある場合があります。

マルチキャストトラフィックでは、ポートブロッキング機能は純粋なレイヤ 2パケットだけ
をブロックします。ヘッダーに IPv4または IPv6の情報を含むマルチキャストパケットはブ
ロックされません。

不明なマルチキャストまたはユニキャストトラフィックのブロックは、保護ポート上で自動的

にイネーブルにはなりません。明示的に設定する必要があります。

パケットのブロックに関する情報は、このリリースに対応するソフトウェアコンフィギュレー

ションガイドを参照してください。

次の例では、インターフェイス上で不明なユニキャストトラフィックをブロックする

方法を示します。

デバイス(config-if)# switchport block unicast
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設定を確認するには、 show interfaces interface-id switchport特権 EXECコマンドを入
力します。
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system mtu

構文の説明 bytes

コマンドデフォルト すべてのポートのデフォルトのMTUサイズは 1500バイトです。

コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

Cisco IOS XE Everest 16.6.1

使用上のガイドライン 設定を確認するには、show system mtu特権 EXECコマンドを入力します。

スイッチはインターフェイス単位ではMTUをサポートしていません。

特定のインターフェイスタイプで許容範囲外の値を入力した場合、その値は受け入れられませ

ん。
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voice-signalingvlan（ネットワークポリシーコンフィギュ
レーション）

音声シグナリングアプリケーションタイプのネットワークポリシープロファイルを作成する

には、ネットワークポリシーコンフィギュレーションモードで voice-signaling vlanコマンド
を使用します。ポリシーを削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

voice-signaling vlan {vlan-id [{cos cos-value | dscp dscp-value}] | dot1p [{cos l2-priority | dscp
dscp}] | none | untagged}

構文の説明 （任意）音声トラフィック用のVLAN。指定できる範囲は 1～ 4094です。vlan-id

（任意）設定されたVLANに対するレイヤ2プライオリティClass of Service
（CoS）を指定します。指定できる範囲は 0～ 7です。デフォルト値は 5で
す。

cos cos-value

（任意）設定された VLANに対する Diffservコードポイント（DSCP）値
を指定します。指定できる範囲は 0～ 63です。デフォルト値は 46です。

dscp dscp-value

（任意）IEEE 802.1pプライオリティタギングおよび VLAN 0（ネイティブ
VLAN）を使用するように電話を設定します。

dot1p

（任意）音声 VLANに関して Cisco IP Phoneに指示しません。電話は電話
のキーパッドから入力された設定を使用します。

none

（任意）タグなしの音声トラフィックを送信するように電話を設定します。

これが電話のデフォルトになります。

untagged

コマンドデフォルト 音声シグナリングアプリケーションタイプのネットワークポリシープロファイルは定義され

ていません。

デフォルトの CoS値は、5です。

デフォルトの DSCP値は、46です。

デフォルトのタギングモードは、untaggedです。

コマンドモード ネットワークポリシープロファイルコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

Cisco IOS XE Everest 16.6.1
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使用上のガイドライン プロファイルを作成し、ネットワークポリシープロファイルコンフィギュレーションモード

を開始するには、network-policy profileグローバルコンフィギュレーションコマンドを使用
します。

voice-signalingアプリケーションタイプは、音声メディアと異なる音声シグナリング用のポリ
シーを必要とするネットワークトポロジ用です。すべての同じネットワークポリシーが voice
policyTLVにアドバタイズされたポリシーとして適用される場合、このアプリケーションタイ
プはアドバタイズしないでください。

ネットワークポリシープロファイルコンフィギュレーションモードの場合、VLAN、Class of
Service（CoS）、Diffservコードポイント（DSCP）の値、およびタギングモードを指定する
ことで、音声シグナリング用のプロファイルを作成することができます。

これらのプロファイルの属性は、Link Layer Discovery Protocol for Media Endpoint Devices
（LLDP-MED）の network-policy Time Length Value（TLV）に含まれます。

ネットワークポリシープロファイルコンフィギュレーションモードから特権 EXECモードに
戻る場合は、exitコマンドを入力します。

次の例では、プライオリティ 2の CoSを持つ VLAN 200用の音声シグナリングを設定
する方法を示します。

デバイス(config)# network-policy profile 1
デバイス(config-network-policy)# voice-signaling vlan 200 cos 2

次の例では、DSCP値 45を持つ VLAN 400用の音声シグナリングを設定する方法を示
します。

デバイス(config)# network-policy profile 1
デバイス(config-network-policy)# voice-signaling vlan 400 dscp 45

次の例では、プライオリティタギングを持つネイティブVLAN用の音声シグナリング
を設定する方法を示します。

デバイス(config-network-policy)# voice-signaling vlan dot1p cos 4
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voicevlan（ネットワークポリシーコンフィギュレーショ
ン）

音声アプリケーションタイプのネットワークポリシープロファイルを作成するには、ネット

ワークポリシーコンフィギュレーションモードで voice vlanコマンドを使用します。ポリシー
を削除するには、このコマンドの no形式を使用します。

voice vlan {vlan-id [{cos cos-value | dscp dscp-value}] | dot1p [{cos l2-priority | dscp dscp}] |
none | untagged}

構文の説明 （任意）音声トラフィック用のVLAN。指定できる範囲は 1～ 4094です。vlan-id

（任意）設定されたVLANに対するレイヤ2プライオリティClass of Service
（CoS）を指定します。指定できる範囲は 0～ 7です。デフォルト値は 5で
す。

cos cos-value

（任意）設定された VLANに対する Diffservコードポイント（DSCP）値
を指定します。指定できる範囲は 0～ 63です。デフォルト値は 46です。

dscp dscp-value

（任意）IEEE 802.1pプライオリティタギングおよび VLAN 0（ネイティブ
VLAN）を使用するように電話を設定します。

dot1p

（任意）音声 VLANに関して Cisco IP Phoneに指示しません。電話は電話
のキーパッドから入力された設定を使用します。

none

（任意）タグなしの音声トラフィックを送信するように電話を設定します。

これが電話のデフォルトになります。

untagged

コマンドデフォルト 音声アプリケーションタイプのネットワークポリシープロファイルは定義されていません。

デフォルトの CoS値は、5です。

デフォルトの DSCP値は、46です。

デフォルトのタギングモードは、untaggedです。

コマンドモード ネットワークポリシープロファイルコンフィギュレーション

コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されまし

た。

Cisco IOS XE Everest 16.6.1

使用上のガイドライン プロファイルを作成し、ネットワークポリシープロファイルコンフィギュレーションモード

を開始するには、network-policy profileグローバルコンフィギュレーションコマンドを使用
します。
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voiceアプリケーションタイプは IP Phone専用であり、対話形式の音声サービスをサポートす
るデバイスに似ています。通常、これらのデバイスは、展開を容易に行えるようにし、データ

アプリケーションから隔離してセキュリティを強化するために、別個の VLANに配置されま
す。

ネットワークポリシープロファイルコンフィギュレーションモードの場合、VLAN、Class of
Service（CoS）、Diffservコードポイント（DSCP）の値、およびタギングモードを指定する
ことで、音声用のプロファイルを作成することができます。

これらのプロファイルの属性は、Link Layer Discovery Protocol for Media Endpoint Devices
（LLDP-MED）の network-policy Time Length Value（TLV）に含まれます。

ネットワークポリシープロファイルコンフィギュレーションモードから特権 EXECモードに
戻る場合は、exitコマンドを入力します。

次の例では、プライオリティ 4の CoSを持つVLAN 100用の音声アプリケーションタ
イプを設定する方法を示します。

デバイス(config)# network-policy profile 1
デバイス(config-network-policy)# voice vlan 100 cos 4

次の例では、DSCP値 34を持つVLAN 100用の音声アプリケーションタイプを設定す
る方法を示します。

デバイス(config)# network-policy profile 1
デバイス(config-network-policy)# voice vlan 100 dscp 34

次の例では、プライオリティタギングを持つネイティブ VLAN用の音声アプリケー
ションタイプを設定する方法を示します。

デバイス(config-network-policy)# voice vlan dot1p cos 4
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